SoftBank 


2013 年 7 月第 2 版発行ソフトバンクモバイル巧式会な 
聲造元:京セラ株式会社 
KZ 00 呂 032 XA - 0713 SZ 


お願いとご注意 

一重要なお知百せ一 


SoftBank 202 K 


はじめに 


このたびは、 SoftBank 202 K をお買い上げいたださ、 
まことにあ0びとラございます。 

• SoftBank 202 K をご利用の前に、本書をご覧にな 
り、正しくお取り扱いください。 

参本書をご覧いただいたあとは、大切に保管してくだ 
さい。 

♦ SoftBank 202 K は、 4G 方式、 3G ち式、 GSM ち式に 
対応してお0ます。 

夕 SoftBank 4G は、第3.已世代移動通信システム l；Lh の巧術 
に巧してち 4G の呼称を認めるといラ国隐覃気通信連合 
(ITU) の声明に基づきサービスを称として使用していまず。 


お買い上げ品の確認 


202 K 本巧 



※空巧は本おに内蔵されて 
いまず。 


AC アダプタ 
( KYCAC 1) 



ワン七グアンテナ 
( KYRAC 1) 



保証書 

(本体、 AC アダプタ） 
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• 本書の巧容の一部でを無断窗載することは禁止されておりま 
す。 

• 本書の巧宫は将来、予告巧しに変更することがあ D ます。 
•本書の巧客については万全を期してお D ますが、万一ご不審 
な点や記載焉れなどお気づをの点がございました5お問い合 
わせ巧 (P. 已 8) までご連瘡ください。 

• 乱了、落 T はお取り替えいたします。 


マイク asD カード u — お願いとごを意 
ダライタ （本書） 


(マイク DUSB を換アダ 
プタ含む) ( KYKAC 1) 



USIM 力ードカバー- クイックスタート 


トレイ巧挿ツール 
( KYPAC 1) 



• 付属品/その他オプション品につをましては、最寄りのソフ 
トバンクショップまたはお問い合わせ巧 (P.58) までごを宿く 
ださい。 

• 本書では、 202K 本体を r 本機 J と記載いたしまず。 

• 本書では、 micmSD™ メモリカード/ microSOHC™ メモリ 
力ードを、む障 rsD 力ード」と記載いたしまず。 
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マナ-とル-ルを則きをに咖しましょう 

@こんな使いかたはやめましよラ 


本機をご利用になるとさに、誤った使いかたをするとけ 
びや故障の原因とな0ます。 

分解•改造 

分解や巧造をしないでください。 



無理な取り付け 

AC アグフタやワンセグアンテナ、マ 
イク aus 目変換アタフタ、 USB ケー 
ブル(オフシヨン品)をラまく取 D 付け 
られないとさは、取 D 付ける向ををお 
かめて < ださい。 



夕側接続端子の接軸禁止 

外部接続端子に金属などを触れごはな 
いよラにして < ださい。 



指定品なかの使用 

本糖に使用する機器は、当社の指定品 

LU かのをのは使用しないで < ださい。 

を& 




加熱の禁止 

蛋子レンジなどの加熱調理搂器や高圧 
容器に本機を入れて如熱しないでくだ 
さい。 



運乾中 

自動車運転中のご使用はを険なたゆ、法 
巧で禁止さむています。車を安全なとこ 
ろに停車させてか5ご使用ください。 
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^こんな場所では電源を切りましよラ 


航空機巧 

航空機巧でのご使用は罰はられること 
びあります。本磯の電源をお切 D くだ 
さい。 

機巧で本機び使用でをる場合は、航空 
会社の客室乗務員の指示に巧い適切に 
ご使用ください。 



病院巧 

病院など医療機関び個々に使用禁止、 
持ち込み禁止などの場所を定めている 
場合は、その医療機関の指示に従いま 
しぶラ。 



混雑した場所など 

植込み型む陌ぺースメーカおよび植込 
み型除細動器を装着した方び近くにい 
ると、動作に悪影誓をちえることびあ 
D ます。 



映画館•劇場•美術館など 
公共の場所 

静かにすべを公共の場所で本機を使用 
すると、周囲の方への迷惑になります。 



マナーを守るための優利な機能 


マナーモード 

電話がかかってさたとさなどに、着信音を鳴5さずに振 
動でお知5せします。 

簡易留守録 

電話に出5れないとを、相手のメッセージを本機に録音 
します。 


機巧モード 

電源を入れたまま、電波の送受信だけを停止します。 
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安を上のごを意 


•ご使用の前に、この「を全上のごま意」をよくお読みの5 
え、正しくお使いください。また、お読みになったちとは大 
切に保管して < ださい。 

•ここに示したま意事巧は、お使いになる人や、化の人への 
を害、財産への損害を未然に防ぐための内容を記載してい 
ますので、必ずお守りください。 

♦本製品の故障、誤動作または不具合などにより、通話など 
の機会を逸したために、お客様、または第云をび受け6れ 
た損害につをましては、当社は責任を負いかねますのであ 
5かじめご了承 < ださい。 


表示の説明 


次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使用をした場 
合に生じるを害や損害の程度を説明していまず。 

内容をよく理稱したうえで本夕をお読みください。 


A ち険 

この表示は、取り扱いを誤った場合、「死こまた 
は重傷を負うを険び切迫して生じることが想 
定される」内容でず。 

A 警告 

この表示は、取り扱いを誤った場合、「死こまた 
は重傷を負ラ可能性が想定される」内容でず。 

A 注意 

この表示は、取り扱いを誤った場合、 r 軽傷を 
負ラ可能性が想定される場合および物的損害 ss 
のみの発生が想定される」内容です。 


重傷とは失明、けび、やけど(高ミ豆•ほ溫)、感空、骨巧、中養など 
で後遺症が残るちのおよびミ台療に入院•長期の通院を要ずる 
をのをいラ。 

《2居傷とは、治療に入院や長期の通院を要さないけが、やけど、 
感覃などをいラ。 

《3物的損害とは、家屋•家なおよび家畜•ベジト等にかかわるお 
大損害を指す。 


給表示の説明 


次の絵表示の区分は、お守りいただく内容を説明していま 
ず。巧容をよ < 理解した5えで本文をお読みください。 


0 

Sit 

禁止（してはいけないこと）をおします。 

ims ± 

分辭してはいけないことを示しまず。 


已 


乐止 

水びかかる場所で使用したり、水に霖らしたり 
してはいけないことを示しまず。 

(D 

gn 手 

濡れた手で扱ってはいけないことを示します。 

〇 

坦示 

指示に基づ < 行為の強制(必ず実行していただ 
くこと)を示しまず。 

を 

■*フ5ブ 

SB く 

電源フラグをコンセントから巧いていただくこ 
とを W しまず。 


本機、 USIM 力ード、 AC アダプタ、ワンセグアンテナ、 
マイク DSD 力ードリーダライタ、マイク DUSB 変換ア 
ダブタ、 USIM 力ードカパートレイ巧挿ツール 、 USB 
ケーブル(オプション品)の取り巧いについて(共通） 


/?\を険 

A 本辖に语用ずる AC アダプタ•ワン七グアンテナ•マイク 
~ aSD 力ード U — ダライタ•マイク DUSB 巧巧アダプタ • 
USIM 力ードカバートレイ巧拝ツール . USB ケーブル 
は、ソフトバンクが指定したをのを使用してください。 
指定品 L ツ外のちのを使用した場合は、巧蔵電池の漏 
液•発熱•破裂•発义や、 AC アダプタ•ワンセグアンテ 
ナ•マイク asD カードリーダライタ•マイク ausB 
変換アダフタ ‘ USB ケーブルの発熱•発义•故障など 
の原因となります。 

分お•改造 ’ A ンダ付けなどお客様による修理をしな 
^いで< ださい。 

义災•けが•感電などの事故または故障の原因とな D 
まず。また、巧蔵電池の焉液•発熱•破裂•発火などの原 
因となりまず。本機の改造は電波法違反となり、罰則 
の巧象とな D ます。 

0 高温になる場所(义のそば、暖房器具のそば、直射曰光 
の当たる場所、炎天下のま巧など）で充電•使用•放置 
しないでください。また、暖かい場所や薪のこをりや 
ずい場所(こたつや電気毛巧の中、携帯カイ□のそば 
のポケット巧など）においてち同様のを族びあります 
ので、巧電•放置•使用•携帯しないで < ださい。 

機器の変形•故障や内蔵電池の漏巧•発熱•発义•破装 
の原因となりまず。また、ケースの一部が熱くなり、や 
けどなどの原因となることがあります。 


已 























0 本おに AC アダプタ•ワンセグアンテナ•マイク □ 
USB を換アダプタ ’US 己ケーブルを接続ずる院うま 
く取り付けやお続びでまないときは、無恐こ巧わない 
で < ださし、。 

端子の向をを確かめてか5、取り付けや接続を行って 
<ださい。巧鼠電池を漏液•発熱•破裂•発火させるな 
どの原因となりまず。 

A 警告 

^本機 ’AC アダプタ•ワンセグアンテナ•マイク DSD 
ぶ力ードリーダライタ•マイク DUSB を換アダプタ • 
US 日ケースレを、加熱調理おお(電モレンジなど）•高 
旺客器(圧力塞など)の中に入れたり、電度調理器り H 
調理お)の上に置いたりしないでください。 

巧蔵電おの漏液•発熱•破裂•発乂や、本機 ‘ AC アダフ 
夕•ワンセグアンテナ•マイク as □カードリーダライ 
夕•マイク aUSB 変換アダプタ ‘USB ケーブルの発 
熱•発煙•発义•巧障などの原因となりまず。 

〇 プロパンガス、ガソリンなどの引义性ガスやが塵の発 
生ずる場所(ガソリンスタンドなど)では、化ず事前に 
本傍の電源をお切りくだをい。また、充電をしないで 
<ださい。 

ガスに引义する恐れがあります。ガソリンスタンド構 
巧などで NFC (おサイフケータイ®含む)対応携帯電話 
をご利用になる際は、電源を切った状態で使用してく 
ださい。（おサイフケータイ□ックが設定されている 
場合は、□ックを解除した上で電源をお切りくださ 
—し、。） _ ~ _ 

0 落としたり、投げたりして、おい衝雲をちえないでく 
だをい。 

巧商電池の焉巧•発熱•破餐•発义や火ぶ•感電•巧障な 
どの原因となりまず。 

A 巧用中、巧電や、保管時に、異音•発煙•異真など、ちま 
^でと異なることに気づいたときは、巧の作業を巧って 
<ださい。 

1. コンセントから AC アダフタを持ってフラグを巧 
いて < ださし、。 

2. 本機の電源を切ってください。 

異常な状態のまま使用ずると、义災や感電などの原因 
とな D ます。 
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0 




0 



0 


0 



f 

〇 

拒を 


本傑が濡れているが態で充電しないで < だをい。 

感電や電モ回路のショートなどによる故障•乂災の原 
因となりまず。水濡れのとをの充電による故障は、保 
班の巧象外となり修理びでをません。 

本おは巧水性能を有ずる機種でずび、万一、水などの 
液体び USIM 力ードスロットキャップなどか5本体 
内部に入った場さには、使用をおやめください。 
そのまま使用ずると、発熱•発乂 •故障の原因となりま 
す。 

3.5 mm イヤホン端子や外部径続端テに水やペットの 
巧などの巧巧や導電性異物(銘筆のなや金属片、金属製 
のネックレス、ヘアピンなど)ががれないよラにして< 
ださい。また内部に入れないよラにして<ださい。 
ショートによる义ぶや故障などの原因となります。 

A ま意 

ぐ百ついた台の上や阳いた巧など、不受定な場巧に置 
かないで < ださし1。 

這下して、けがや故障などの原因となりまず。パイブ 
レータ設定中や充電中は、特にごま意ください。 

か部か S 電源び供給されているげ態の本傑 ’ AC アダブ 
夕•ワンセグアンテナ ’ US 日ケーブルに長時間幽れない 
で < ださい。 

ほミ届やけどの原因となりまず。 

腐食性の襄品のそばや腐食性ガスの発生する場所に 
置かないで<ださい。 

故障によるの部データの消失の原因とな D ます。 
湿気のをい場所で使用しないでください。 

身に着けている場合はミモによる湿気び故障の原因とな 
る場合がありまず。水漏れや湿気によるな障と判明し 
た場合は保証の対象外とな0、修理びできません。 

乳巧巧の手の届かない場所やペットびがれない場所 
に巧管してくだをい。 

誤って飲み込んだり、けがなどの原因となります。 

モ供が使用する場合は、巧雲ちび取り巧い方法を巧え 
て < ださい。使用中においてち、指示どおりに使用し 
ているかをごミま意 < ださし、。 

けがなどの原因となりまず。 
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内蔵電池の取り巧いについて 


巧蔵電池はけ下の種類となっています。 


表示 圓 

■ 電油の種類 

Li-ionOO 

U チウムイオン電油 


A 筒埃^^^^^^ ■ 


^ 乂の中に巧下しないで<ださい。 

V巧蔵電池を漏お•破裂•発火させるなどの原因となり 
_ます。 _ _ _ 

(〇巧を剌したり、 A ンマーでたたいたり、踏みつけたり、 
V強い 衝掌 をちえないでください。 

巧商電池を漏液•発熱•破裂•発义させるなどの原因とな 
りまず。 

0 内商電池内部の巧びおの中に入ったときは、こす5 
ず、ずぐにをれいな水で洗い流し、ただちに医師の診 
察を受けて < ださい。 

失明などの原因となり ます。 

A 警告^^ 

A 内蔵電化内部の巧び巧虐やを脂に巧眉した場合は、た 
^だちに本おの语用をやめ、をれいな水で洗い流して< 
だをい。 

皮虜に傷害を起こずなどの原因となります。 ~ 

〇 所定の充電時間を超えてち巧電び完了しない場さは、 
巧電を中止してください。 

巧商電池を漏液•発熱•破裂•発义させるなどの原因とな 
りまず。 ~ , 

〇 本辖の使用中•巧電中•巧管時に、異臭•発熱•巧芭•巧 
おなど、ちまでと異なることに気ヴいたとをは、やけ 
どやけがにを意して义気か5遠ざけてください。 
異常な状態のまま使用すると、内蔵電池を漏巧•発熱•破 
裂•発火させるなどの原因となります。 

A ぺットび本儀に晦みつかないよラごを意ください。ま 
^た、ぺットび瞄みついた本巧は馆用しないでください。 
巧蔵電池の漏巧’発熱’破裂’発火や機器の故障 • 火災の 
原因となりまず。 
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A ミち意 

0 不要になった本おは、一瓶のゴミと一緒に捨てないで 
<ださい。 

電池を巧蔵しておりますので、最害りの「ソフトバンク 
シヨッフ」へお持ちください。適切に処理いたします。 


本機の取 D 巧いについて 


A を険 

A 适記•メール•撮彰•ゲーム•インターネットなどをずると 
^定や、ワンセグを巧耽したり、音楽を昭くとをは周囲のま 
をを fit 認してくだをい。 

安全を確認せずに使用ずると、乾倒•交通事故の原因 
となります。 

〇 イヤホンを使用ずるとをは音量にごミち意ください。 
周囲の音が聞こえにくいと、事故の原因とな D まず。 


A 警告 

/〇本機は完全防水ではお0ません。 

V下記1〜4および「防水/防塵性能について」 （P.30) 
に記載されている内容を守6ずにご使用になると、発 
义•発熱•傷害•感電•故障の原因とな D ます。 

1. 水中で使用(キー操作を含む）しないでください。 

2. 常温の真水•水道水むがの;巧体に浸けないでくださし、 

3. 規定 (IPX 己 ‘ipxywp.so) を超える強い水流を当 
てたり、水中に長時間沈めたりしないでください。 

4. 砂おなどの上に置かないで < ださい。 

(〇自動車、バイク、吕お車などの柔り巧の運起中には使 
V用しないで<ださい。 

交通事故の原因となります。乗り物を運乾しながら携 
帯電話を使用ずることは、法律で禁止されており、罰 
則の巧象とな D ます。 

運乾ちが使用ずる場合は、駐停車が禁止されていない 
を全な場所に止めてからご使用ください。 
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〇 高精度な制御やが弱な信号を取り巧5電モお器の近 
<では、本儀の電源を切って < ださい。 

電子機器び誤動作するなどの影響を与える場合があります。 
※ごま意いたださたい電子機器の例 
補聴器•植込み型む腹ペースメーカ • 植込み型除細動 
器•その他の医用電気機器•义災巧知器 • 自動ドア•そ 
の他の自動制御機器など 

A 本巧のディスプレイ部には強化ガラスを使用していま 
^ず。落下等の窗擊や無理な力を如えると、®損ずる巧れ 
びお0まずので、万一、巧損してしまった場合は、破損箇 
巧へは手やちな どの 身体の一部を軸れないでください。 
けがの原因となります。万一、破損してしまった場合は 
そのまま使用せず、ソフトバンクショップもしくはお 
問い合わせ先 (P. 己 8) までご連絡ください。 

A 本糖の電波によ0運航の哀をにま障をまたす巧れび 
^ちるため、航空糖巧では電源をお切り<ださい。 

磯巧で携帯電話が使用できる場合は、航空会社の指示 
に従い適切にご使用ください。 

A む崎の弱い方は、着信時のバイブレーション(振動)や 
^着信音量の設定にま意してくだをい。 

む腹に影誓を与える恐れがありまず。 

A 屋外で使用中に雪が瞻りだした6、ただちに電源を 
^切って屋巧などの安をな場所に移動してください。 
落雷や感電の原因となりまず。 ^_ 

/〇ホか線ポートを目に向けてを信しないでください。 

V 目に影響を与える可能性があります。 

ライトの発光部を人の目に近づけて点な発光さ百な 
V いでください。また、ライト点灯時は発光部ち直おし 
ないよ5にしてください。同様にライトを他の人の目 
に向けて点なさせないで<ださい。 

視力ほ下などの傷害を起こす原因となります。特に乳か巧 
に巧して至近距離で撮影しなしでください。また、目がくら 

_んだり、篇いたりしてけがなどの事故の原因となります。 

(〇本おび破損し、または本体内部が露出した場合、破提 
V 部および雷出部に手を触れないでくだをい。 

感電した D 、 けがをずることがあります。そのまま使 
用せずソフトバンクショップもしくはお問い合わせ 
先 (P. 己 8) までご連絡ください。 


(〇おい部屋で、画面の強い光や光の点滅を見つめないで 

V ください。 

強い光の刺激を受けたり点滅を繰り返ず画面を見て 
いると、ごくまれに、筋肉のけいれんや意識の喪失な 
どの症状を起こす人びいます。こラした経験のある方 
は、事前に必ず医師と相談してください。 

(〇カメラのレンズに直射日光などち長時間当てないで 

V ください。 

レンズの集光作用により、発乂 •火^の原因となります。 

A 通常は USIM 力ードスロットキャップをはめたが態 
Xで使用してくださし、。 

USIM カードス □ッ トキ ャッ フをはめずに使用して 
いると、ほこり•水などが入り感電や電子回路の 
ショートによる故障の原因となります。 

A ミ主意 

® 改造されに本おは 絶 对に语用しないで<ださい。 

改造された機器を使用した場合は電波法に巧則!します。 
本機は、電波法に基づく特定無線設備の技術基準適合 
证巧などを受けており、その証として、「巧適マーク 
隻」が本機の適合規格情報 (P.51 ) に表示されており 
まず。 

本機のネジをパして巧部の改造を行った場合、技術 J 基準 
適合証明などが無効となりまず。技術基準適合班明など 
び無効となった状態で使用ずると、電波法にあ勉します 
ので、絶対に使用されないようにお願いいたします。 

(〇車両電子おおに影望をちえる場合は使用しないで< 
Vださい。 

本機を自動車巧で使用ずると、車種によりまれに車両 
電子機器に影響を与え、ま全走行を損なう恐れびあり 
まず。 _ 

A 本傑の使用により、皮虐に異常び生じた場合は、ただち 
^に语用をやめて医師の診察を受けてください。 

本機では材料として金属などを使用しています。お客 
様の体質や体調によっては、かゆみ’かぶれ • 湿疹など 
び生じることがありまず。(使用材料: P.57) 

(〇本儀に度気力ードなどを近づけた0しないで<ださい。 
キャッシュカード•クレジットカード•テレホンカー 
ド•フ□ッピーディスクなどの磁気データが消えてし 
まラことがあります。 
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0 ストラップなどを持って本傑をふり回さないでくだ 
さい。 

本人や周囲の人に当ったり、ストラッフぴ切れたりして、 
_けびなどの事 i 攻巧故障および破損の原因となります。_ 

© 本機を長時間ご语用になる場合、巧に高温損境では熱 
<なることがあ0ますので、ごを意 < ださい。 

長時間肌にふれたまま使用していると、ほ温やけどに 
なる恐れがちりまず。 

A ワンセグを?見昭ずるとをは、十分明るい場巧で、画面 
~か S ある程度の距離を空けてご馆用ください。 

視力低下につなびる可能性びあ D ます。 

〇 イヤホンを使用ずるとをは音屋に気をつけてくだをい。 
長時間使用して難聴になった0、突然大をな音び出て 
耳をいためた0ずる原因となりまず。 

A 本襯ま、周囲溫畳 5 で〜 3 已で（ただし、 36 で〜 40 でで 
™ あれば一時的な利用は可能でず。）、湿度 35% 〜 90% 
の乾旧で使用して < ださい。 

範囲を超える極端に暑い場所や寒い場所での使用によ 
_る故障と判明した場合は保証による修理はでさません。 

A ディスプレイ部の保護シートははがしてか5ご使用 
™ ください。 

貼ったまま使用ずるとけがの原因となります。また、 
はがずとさち指などを切5ないよラごま意ください。 


USIM 力ードの取り巧いについて 


A 注意 


(〇 USIM 力ードを巧ったり、巧げたり、重いをのを載せ 
Vたりしないでくださし、。 

故障の原因となります。 

(〇 USIM 力ードのに(金属）部分に不用意に触れたり、 
Vショートさせた0しないで<ださい。 

データのミ肖失や故障の原因となります。 

(〇 U 引 M 力ードのに(を属)部分を傷つけないでくだをい。 
V故障の原因となりまず。 




USIM カードを濡6さないでください。 

故障の原因となりまず。 
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AC アダプタ、ワンセグアンテナ、マイク □ 
SD 力ードリーダライタ、マイク aUSB 変換 
アダプタ、 USB ケースレ(オプション品)の 
取0巧いについて 


_ . Af 丘険 

/〇マイク aus 日を換アダプタの USB ポートには、付属 
Vのマイク DSD カード U— ダライタ W 列を径爲しない 
で < ださい。 

义災、やけど、けが、感電の原因となりまず。 


A 警告 


/〇充電中は、巧や巧団でおおった0、包んだりしないで 
V くださぃ。 

熱がこもって义ぷや故障などの原因となります。 

(〇指定な巧の電源•電旺で使用しないでください。 

V指定 LU 外の電源•電圧で使用すると、义災や故障など 
の原因とな D ます。 

AC アダプタ: AC 10 0V 〜吕 40V 

(家庭用交流 AC コンセント專用） 

また、海外旅行用として、巿販されている「変圧器」は使用 
しないでください。义災•感電ぶ障の原因となります。 

e 長時間使用しない場さは、 AC アダプタを待ってブラ 
ヴ グをコンセントか6巧いてください。 

%が感電.乂巧.巧障の原因となりまず。 


A 電源プラグはコンセントのお元まで巧実に塞し込ん 
~でください。 

差し込みが不完全な場合、発乂 •义災•発熱•感電の原 
因となります。 



AC アダプタ•ワンセグアンテナ•マイク DSD 力ード 
U— ダライタ•マイク DUSB 巧換アダプタ ’USB ケー 
プルは防水性能をちしておりません。 


水やペットの尿など;巧体びかからない場巧で使用し 
てください。発熱•発义•乂災•感電•ショートの原因と 
なります。万一、巧体がかかつてしまつた場合にはた 
だちに電源フラグをコンセントから抜いてください。 


e 万一、水ゃぺットの尿などの巧巧が入った場ちは、た 
ヴ だちに AC アダプタを持ってプラグをコンセントか5 
* が巧いて< ださい。 

感電•発煙•火災の原因となりまず。 
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gk プラグにほこりびついたとまは、 AC アダプタを持っ 
^てプラグをコンセントか6巧を、乾いた巧などで巧を 
取って < ださい。 

__火がの原因となります。 _ __ 

O AC アダプタをコンセントに塞し込むとまは、 AC ア 
ダプタのプラグや端子に導電性異物(鈴筆のなや金属 
片、を属裝のネックレス、ヘアピンなど)占嘴!!れないよ 
うにを意して，巧実に差し込んでください。 

感電•ショート’义がなどの原因とな0ます。 

0 本おに AC アダプタ•ワンセグアンテナ•マイク □ 
USB 巧換アダプタ ’USB ケーブルを巧を差しすると 
をは、導電性異物(お筆のおやを属片、を属製ネックレ 
ス、ヘアピンなど）をち軸させないで < ださい。 

义巧、やけど、感電の原因となります。 __ 

濡れた手で AC アダプタ•ワンセグアンテナ•マイク □ 
S 織 USB を換アダプタ•マイク aSD 力ードリーダライ 
夕 ’USB ケーブルのプラグを巧を塞ししないでくだ 
さい。 

感電や巧障などの原因となります。 

0 留が鳴0出した百、 AC アダプタ•ワンセグアンテナ- 
マイク nusB 巧換アダプタ•マイク asD 力ードリー 
ダライタ ’USB ケー プルには触れないでくだをい。 

感電などの原因となります。 

圃呂場など湿気のをい場所では，絶対に活用しないで 

水獅止くたでし、。 

感電や故厚の原因となりまず。 

(〇コンセントや配線器具の定宿を超える巧いかたはし 
Vないで < ださし、 

たこ足配線などで定格を超えると、発火•火ぶ•発熱の 
_原因となります。_ _ _ 

(〇ケーブルを傷つけたり、加工したり、ねじったり、引っ 
Vおったり、重いをのを載せたり、まねたまま使用した 
りしないでください。また、傷んだケーブルは使用し 
なし、で < だをし、 

発火•乂災•感電•ショートの原因となります。 



1已 


A AC アダプタ•ワンセグアンテナ•マイク DUSB 巧巧 
~アダプタ ’US 日ケープルを本傲こ接続ずるときは、お 
ずプラグ部分を待ってまっずぐ差し込んでください。 
また、取りかずとををがずプラグ部分を待って巧いて 
<ださい。 

ケーブルを引っ張るとケーブルび損傷し、発火•义災 • 
感電の原因となります。 

0 巧応する SD カード(市販品） W 巧のちのちマイク □ 
SD カード U— ダライタに巧乂しないで<ださい。 

_ 乂災、やけど、感電の原因となりまず。_ 

A ま意 

C お手入れの際は、コンセントか5、化ず AC アダプタを 
,待ってプラグを巧いてください。 

感電などの原因となりまず。 

O AC アダプタをコンセントか6巧くときは、ケープル 
を引っ張百ず、 AC アダブタを待ってプラグを巧いて 
<ださい。 

ケーブルを弓Iっ張るとケープルが傷つき、感電や乂ぷ 
などの原因とな0ます。 

/〇 AC アダプタをコンセントに接続しているときは、引っ 
V細ナるなど強し、衝擊をちえないでくださし、。 

けがや故障の原因となりまず。 


医用電気機器近<での取0巧いについて 


ここで記載している内容は、「医用電気機器への電波の影響 
を防止ずるための携帯電話端末等の使用に関ずる指針」（平 
巧 g 年3月不要電波問題対策摘議会[現電波環境協議会])に 
準拠し、また「各種電波利用機器の電液び植込み型医療機器 
へ及ぼず影響を防止するための指針」（総務省[平成2己年1 
月])の巧容を参考にしたちのでず。 

: こ A 警告: - ' 

A 框这み型む脇ペースメーカおよび植这み型除細動器 
^を装是されている場さは、ぺースメーカ等の装着部位 
か51已 cm む上静して携行および使用してくだをい。 
電波により植込み型む瞬ペースメーカおよび巧込み 
型除細動器の作動に影響をちえる場合があります。 
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gk 自宅療養など医療お関の巧で、植込みおむ展ペース 
^ メーカおよび植込み型お細動器 W かの医用電気機器 
を使用される場さには、電波による影望について個別 
に医用電気おおメーカなどに巧詔して<ださい。 
電波により医用電気機器の作動に影響を与える場合 
がありまず。 

A 医療お関などでは、な下を巧って<ださい。本おの電 
^液により医用電気お器に影當ち及ぼす巧れびありま 
ず。 

-手術室•集中治療室(に U) •冠が動腑疾患監視病室 
(CCU) には、本機を持ち込まないでください。 

-病棟巧では、本機の電源を切って < ださい。 

-□ビーなど、携帯電話の使用を許可された場所で 
あっても、近くに医用電気機器があるとさは本おの 
電源を切って < ださい。 

-医療機関び個々に使巧禁止、持ち込み禁止などの場 
巧を定めている場合は、その医療機関の指示に従っ 
て < ださい。 _ 

〇 付近に植込み型む巧ペースメーカおよび植込み型除 
細動器を装着している方びいる可能性びありまずの 
で、身動をび自由に取れないほど混雜したが況等、 
1已 cmm 上離隔距離をお巧でをない巧れがちる場合 
には、事前に通信傑能び使用でをない巧態(例:辖巧 
モード）に切り替えるか、または携帯電話の電源をお 
切りくだをい。電源び自動的に入る設定(アラームお 
能など）をしている場合は、設定を解除してか5電源 
を切って < ださい。 

付近に植込み型む腹ペースメーカおよび植込み型除 
細動器を装着されている方がいる可能性びあります。 
電波によ0、植込み型む腹ペースメーカおよび植込み 
型除細動器び誤動作するなどの影響をちえる場合が 
おじます。 
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お願いとごを意 


性能を十分に発揮できるよ5にお守りいただきたい事項で 
ず。よくお読みになって、正しくご使用ください。 



•本機に登録された電話帳/メール/音楽/静止画/動画 
などの巧容は、事故や巧障/修理、その他取り扱いによっ 
ては変化、消失する場合びあります。大切な内容は控えを 
お取りください。万一変化、消失した場合の損害および逸 
失利なにつをましては、当なでは一切の責任を負いかねま 
ずので、あらかじめご了承ください。 

•ほこりや振動の多い場所では使用しないでください。 

•一般電話/テレビ/ラジオなどをお使いになっている近 
くで使用すると影響を与える場合がありまずので、なるぺ 
く離れてご使用ください。 

•通話中、インターネット利用中、メールなどの利用中や巧 
電中など、ご使用状況によっては本機、 USIM カードが温か 
くなることがありますび異常ではちりません。 

•巧めてご使用になるとさや、長時間使用しなかったとを 
は、ご使用前に充電してください(充電中、内蔵電池び温か 
くなることがちりまずび異常ではちりません)。 

•巧蔵電池は、ご使用条件により寿命が近づ < につれて膨れ 
る場合があ D まず。これはリチウムイオン電池の特性であ 
り、を全上の問題はあ0ません。 

•本機に保存されたメールやダウン□ードしたデータ(有料/ 
無料は問わない)などは、機種変更/故障修理などによる 
ソフトバンク携帯電話の交換の際に引き継ぐことはでを 
ませんので、あらかじめご了承ください。 

参公其の場でご使用の際は、周りのちの迷惑にならないよ5 
ごま意 < ださい。 

•偏光サングラスなどをかけた状態でディスプレイを見る 
と、角度によっては暗く見えたり、歪んで見えたりずるこ 
とがありまずのでごを意 < ださい。 

•データを再生中に無理なキー操作を行5と、データび停止 
ずるなど通常と異なる動作をする場合びありまず。 

•周囲の明るさは明るさセンサーで感知していまず。指など 
で覆わないよ5にごミ主意ください。 

•静止画撮影で静止画撮影画面を長時間連続して表示し続 
けた場合や、動画撮影、ブラウザなどを繰り返し長時間連 
続作動させた場合、本機の一部び温か < なり、長時間皮ち 
に接魄すると低温やけどの原因となる場合がありまずの 
で、ごま意 < ださい。 
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参操作方法や使用環境によっては、本機の巧部温度が高くな 
り熱くなることびありまず。その際には安全のため、巧電 
等一部機能が停止する場合びちりまず。また、内部温度び 
高し順態のまま使用し続けると、電源が切れますのでごを 
意ください。 

参が部接続端子接続中に温度エラーなどのメッセージが表 
示された場合は、ただちにケーブルを抜いてください。 

♦長時間お使いになったを、取りかした SD 力ード(市販品） 
が温かくなっている場合びありますが故障ではあ D ませ 

♦静電気や電気的ノイズの発をしやすい場所での SD カード 
(市販品)の使用や保管は避けてください。 

♦SD 力ード(市販品）に保存したデータは、パソコンや他の 
メディア fD’MO.CD-R/W など）にバックアッフしてく 
ださい。 SD 力ード(市販品）の破損などにより、保存した 
データび消失したことによる損害について、当社では一切 
の責任を負いかねまずのであらかじめご了承ください。 

鲁本機で画面□ック解除用の□ック No./ パスワードを設定 
した場合は、おちれにならないよ5ごま意 < ださい。お忘れ 
になつた場合は、最寄りのソフトバンクショップにて所定の 
手続きが必要となります。その際、お客様が登録/設定した 
巧容が消失しまずのでご了承ください。 

参本機では、 Google が提供ずる 「Google 円 ay™」 上より、さま 
ざまなアフリケーションのインストールが巧能です。お客様 
ご自身でインストールされるこれらのアフリケーションの 
内容(品質、信頼性、合法性、目的適合性、情報の真実性、正確 
性など)およぴそれに起因するずベての不具合(ウイルス等） 
につきまして、当巧は一切の巧西を致しかねまず。 

• [Google Play」 など、 Google のサービスを利用するには 
Google アカウントの設定が必要でず。 

Goo 邑 le アカウントは各種設定機能や同期機能、画面□ッ 
クの解除などでも使用しますので、メモに控えるなどし 
て、おちれにならないよラごミ主意 < ださい。 

♦本機は発着信規制き欧航;となりまず。 

け前お使いの携帯電話で発着信規制を設定されたまま、本 
機に機種変更を行った場合、発着信規制の解除が化要とな 
0ます (P. 已1)。また、交換お用暗証番号の入力を3回続け 
て間違えると、発着信規制の解除がでをなくなります。そ 
の際は、お問い合わせ先 (P. 己 8) までご連経 < ださい。 
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お巧り巧いについて 


参無理な力がかかると、ディスフレイや内部の基板などが破 
損し故障の原因となりまずので、プポンやスカートのポ 
ケットに入れたまま座ったり、カバンの中で重いものの下 
になったりしないよ5、ごま意くださし、外部に損傷がな 
くても保証の巧まがとなります。 

•極端な高温•低温•多湿はお避けください(周囲温度已で〜 
3巳で、湿度3已％〜8己％の乾囲巧でご使用ください)。 
-AC アダフタ •マイク aSD 力ードリーダライタ 

-マイク aUSB 変換アダプタ- USB ケーブル(オプション品） 

•極端な高温•ほ温•を湿はお避けください。周囲温度己に〜 
3已で（ただし、36で〜40ででちれば一時的な利用は可 
能です。）、湿度3已％〜90%の節囲のでご使巧ください。 

- 202 K 本体 

•外部接続端子‘3.己 mm イヤホン端子をときどき乾いた綿 
棒などで掃除してください。巧れていると接辩不良の原因 
となる場合があります。また、このとを強い力を加えて端 
子部を変形、傷つけないよラにごま意 < ださい。 

•巧れた場合は柔らかし、布で乾なをしてくださし、。ベンジン/ 
シンナー/アルコール洗剤などを用いるとが装や文字 
び変質する恐れがありまずので、使用しないでください。 

•夏期、閉めきった車内に放置するなど極端な高温やほミ届環 
境では、内蔵電池の容量び低下し利用できる時間が短くな 
りまず。また、巧商電池の寿命ち短くなりまず。でさるだけ 
常温でお使いください。 

♦長期間使用しなし谓合には、高温を湿を避けて保管してくだ 
さい。ただし、長期間充電をしない場合、本潑巧のデータぴ消 
失することがありますのでごま意ください。 

•巧鼠電池には寿命がちります。充電しても機能が回復しな 
い場合や膨5みが発生している場合は寿命でずので、巧蔵 
電池を巧換してください。巧商電巧の交換については、ソ 
フトバンクショップもしくはお問い合わせ巧 (P. 己 8) まで 
お問い合わせ < ださい。なお、寿命は使用状態により異な 
D ます。 
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•本機を普通のゴ互と一緒に捨てないで < 

ださい。環境な養と資源の有効利用をはか 
るため、不要となった本機の回収にご協力 
ください。ソフトバンク シヨ ッフなどでご 

使用済み巧菌電巧の回収を巧っておりま し i-ionOO 
す。 

♦本機で使用しているディスフレイは、巧常に高度な技術で 
作られていますび、一部に点Iなしないドット(点）または、 
常時点なずるドットび存在する場合びありまず。故障では 
ち0ませんので、ちらかじめご了承 < ださし)。 

•強く巧す、たたくなど、故意に強い衝撃をディスフレイに 
与えないでください。傷の発生や、破損の原因となること 
があります。 

参本機のディスフレイ部には透明度の高いガラス素材(強化 
ガラス）を使用しているため、表面に曇りや手あか、ほこり 
などによる巧れび目立つ場合びありまず。その際は、乾い 
た柔らかい布などで巧を取ってください。 

参ディスフレイやカメラレンズを硬し1ものでこすったりし 
て傷つけないよ5ごま意ください。 

参ポケットおよびカバンなどに収納ずるとをは、ディスフレ 
イび金属などの硬い部巧にあたらないよラにしてくださ 
し)。また、金属などの硬い部巧がディスフレイに触れるス 
トラップは、傷の発生や破損の原因となることがあります 
のでご注意ください。 

♦寒い屋外から急に暖かい室内に移動した場合や、湿度の高 
し、場所で使用された場合、本機巧に水滴び巧くことがあり 
ます(結露といいまず)。このよラな条件下での使用は故障 
の原因となりまずのでごま意ください。 

参エアコンの吹を出し□などの近くに置かないでください。 
急激な温度変化により結露すると、内部が腐食し故障の原 
因となりまず。 

♦強力な磁石を近づけると巧障の原因となる場合がありま 
すので、ごま意ください。 

参落下などにより本機の塗装表面に傷を付けないよラにご 
ま意 < ださい。水等の付着が続 < と塗装表面び剥びれる場 
合がちりまず。 

♦本機のディスフレイは、屋外やお光!0の下などの明るい場 
巧では見えにくい場合があ D まずが、故障ではありません。 

•ご使用にならないとさは、 AC アダプタの電源フラグをコ 
ンセントからがしてください。 

参 AC アダプタのケープルをプラグに巻をつけないでくださ 
し、。感電•発乂 •义がの原因となります。 
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♦USIM 力ードは、ソフトノ（ンクからお客様にお貸し出ししたも 
のにな D まず。紛失•破損の場合は、有償巧とな D ますので、 
ごを意ください。なお、巧障と思われる場合、盜難•紛失の場合 
は、ソフトバンクシヨッフもしくはお問い合わせ先 (P 占 8) ま 
でお問い合わせください。また、解約などで不要になつた 
USIM 力ードはソフトバンクシヨップまでち婿ちくださし、。 

参 USIM 力ードの取りがし、および取り付け時には、必要 LU 上 
に力を入れないよ5にしてください。 

•他のにカードリーダー/ライターなどに、 USIM カードを 
取り付けて巧障した場合は、お客様の責任となりまずので 
ごま意ください。 

参 USIM カードのに(金属)部分はいつもきれいな状態でご 
使用ください。 

•USIM 力ードにラベルなどを貼り付けないでください。 

•USIM カードを分お•改造しないでください。データのミ肖 
失•故障の原因となります。 

参 S □カード(市販品）は正しく取り付けてくださし、正しく 
取り付けられていないと SD カード(市版品)を利用ずるこ 
とがでをません。 


USIM カード挿入時のま意 


USIM 力ードを取り付けるときは、必ず付属の USIM 
カードカパー-トレイ巧挿ツールをご使用ください。ま 
た、 USIM カードの挿入方法にご注意ください。 


〇 USIM 力ードカバートレイ巧挿ツールを怯って、 
USIM カードス□ットキヤップを開ける 



□ USIM 力ードカパー.トレイな挿ツールを使って、 
トレイを引を出す 



①トレイの端に US!M 力ードカ 
K 一-トレイ巧巧ツールを因 
のようにかける 

⑤矢印の方向に起こしてトレイ 
を引を化ず 
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Q 切り夕きの位置を合わだてトレイに載せ、トレイを 
元のに置に賣つずぐ巧し込む 
•最後は USIM 力ードカバートレイ巧挿ツールで 
與まで押し込んで < ださい。 

トレイびラまく入らなし)とさは巧 
理に押しをまず.一度巧いて石、 
5巧度入れなおして < ださい。 
闹まのち国はキャッフを荒をに 
閉じにがおで巧って < ださい。 
通厦エラーが発をする可能性び 
あ0ます。 



カメラ機能について 


•カメラのレンズに直射日光びあたる状態で放置しないで 
ください。素子の退色•巧付けを起こずことがあります。 

参本機を暖かい場所に長時間置いてしで画像を撮影したり、 
保存したりしたとさは画像が努化ずることびあります。 

♦カメラは非常に精密な部品から構成されており、中には常 
時明るく見える画素や暗く見える画素ちあります。また、 
巧常に暗い場所での撮影では、青い点、赤い点、白い点など 
が出まずのでご了承<ださい。 

♦堂光0照明の室内で撮影ずる場合、堂光ののフリッカー 
(人の目では感じられない、ご<微妙なちらつさ)を感知し 
てしまい、画面にうずい搞模様が出る場合がありますび、 
故障ではちりません。 

•カメラ起動時など、カメラ動作中に微かな連続音が聞こえ 
る場合びあ0まずが、機器の内部部品の動作音で異常では 
ちりません。 

鲁静止画撮影で静止画撮影画面を長時間連続して表示し統 
けた場合や、動画撮影を繰り返し長時間連続動作させた場 
合、本体の一部分が温かくなり、長時間軸れているとほミ豆 
やけどの原因となる場合がありまずのでごま意ください。 

•ご使用の際は、一«的なモラルをお守りのうえご使用くださし、。 

♦お客様び本機のカメラ機能を利用して公巧に著しく迷惑 
をかける不良行為などを行った場合、法律や条例/迷惑防 
止条例などに従って罰せられることがおります。 

♦大切な撮影(結婚すなど）をするときは、試し撮りをし、画 
像を再生して正しく撮影されているか、聞き取りやすく音 
声が録音されているかご確認ください。 
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♦故障•修理•その他の取り巧いにより、撮影した画像データ 
a ソ下「データ J といいます）が変化または消失することが 
あります。この場合当社は、変化または消失したデータの 
修復や、データの変化または消失により生じた損害、逸失 
利巧について一切の責任を負いません。 

♦カメラ機能を使用して、撮影が許可されていない場所や書 
店などで情報の記録を行ラことはやめてください。 


音楽/動画/ワンセグ機能について 


♦自動車や原動機付自転車、自転車などの運転中は、音楽や 
動画およびワンセグを視聴しないでください。自動車•原 
動機巧自転車運転中の携帯電話の使用は法律で禁止され 
ていまず（自乾車運乾中の使用ち法律などで罰せられる場 
合びあります)。また、歩行中でち固囲の交通に十分ごま意 
ください。周囲の音が聞こえに< く、表示に気を取られ交 
通事故の原因となります。特に踏切、駅のホームや横断歩 
道ではごま意ください。 

•耳を刺激するような大をな音量で長時間続けて聴くと、聴力 
に悪い影響をちえる場合びありまずのでごま意ください。 

參電車の中など周囲に人び いる 場合には、イヤホンなどか5 
の音漏れにごま意ください。 

ワンセグアンテナの取り巧けかた 
ワンセグを試聴する際は、必ず付属のワンセグアンテナを本 
機に接続してください。 

イヤホン(市販品)で音声を聞くときは、先にイヤホンをワン 
セグアンテナに接続してから、ワンセグアンテナを本機に接 
続してください。 

イヤホン(市販品)でワンセグを視聴中に、ワンセグアンテナ 
か5イヤホンを取り外してち、スピーカーか5音声は出力さ 
れません。スピーカーから音声を出力する場合は、いつたんワ 
ンセグアンテナを取り外し、も5—度ワンセグアンテナのみ 
を取0付けて < ださい。 

〇ワンセグアンテナとイヤホン(巿販品）を接続する 
□ ワンセグアンテナを本機に接続する 



24 




緊急速報メールについて 


•お買い上げ時、受信設定は r 利用ずる」に設定されています。 
参受信時には、マナーモードであってち醫告音が鳴動しまず。 
•通話中、通信中および電波が態び悪い場合は受信できません。 
♦お客様のご利用環境•状況によっては、お客様の現在地と 
異なるエリアに関ずる情報が受信される場合、または受信 
でさない場合びあ0ます。 

♦受信設定を「利用ずる」にしている場合は、待受時間が短< 
なることびあります。 

♦当社は情報の内容、受信タイミング、情報を受信または受信 
でさなかったことに起因した事故を含め、本サービスに関 
連して発生した損害については、一切責任を負いません。 


FeliCa リーダー/ライターについて 


参 Fel 忙 all- ダー/ライター機能は日本国巧で使用してく 
ださし)。 

FeliCa IJ -ダー/ライター機能は日本国巧での無線規格 
に準拠していまず。 

ミ毎外でご使用になると罰せられることびあります。 


.マートソニックレシー/ V ’一について 


本機は、ディスプレイ部を振動させて音を伝える「スマート 
ソニックレシーバー」を搭載しています。受話部に巧はあり 
ませんが、通常通りご使用いただけまず。 


写への当てかた 

下図のよ5に、本機の受話部付近をちに当て、耳を覆ラこと 
で周囲の騒音を遮へいし、音声びより聞き取りやすくなりま 
ず。ご自身の聞こえかたや周囲の環境に合わせて本機の位置 
を上下左ちに動かし、調整してください。 


2已 


受話部 



扁 面) 



•通語時に本構の送話口を指などでふさがないよラにごま意く 
ださい。 

• イヤホン(巿販品）を接続している場合は、スマートソニック 
レシーバーを利巧した音寅ではなく、イヤホンからの音青に 
切り替わります。 

•ディスプレイにシールやシート類などを貼ると、受話音び聞 
を取りに< くなる場合があります。 

• 聞を取0やすさには個人差があります。 

• 周囲の環境により、聞を取0やずさの効まは異なります。 


Bluetoot が機能について 


周波数帯について 

本機の Bluetooth^ 機能は、 2.4GHz 帯の2.402 GHz か5 
吕 .480GHZ までの周液数を使用しまず。 

I2.4FH1/XX1I 己. 4FH1/XX1 
L ； ； J 本機は 2.4GHZ 帯を使用します。変調方式 

• - • として FH-SS 変調方式等を採用し、ち干渉 

距離は約 lOmiU 下でず。 


2.402 GHz 〜2.480 GHz の全帯域を使用 
し、かつ移動体識別装置の帯域を回避不可で 
あることを意昧します。 

Bluetoot がについてのお願い 
•本機の团 uetooth 6 機能は日本图巧および FCC 規格に華拠 
し、認定を取得してし、まず。一部の国/地域では Bluetooth's' 
機能の使巧が制限されることがあります。海外でご利用に 
なる場合は、その国/地域の法規制などの条件をご確認く 
ださい。 

•Bluetoo 化®機器び使用する 2.4GHZ 帯は、さまざまな機 
器が共有して使用ずる電波帯でず。そのため、 Bluetooth® 
機器は、同じ電波帯を使用ずる機器からの影響を最ル限に 
抑えるための技術を使用していまずが、場合によっては他 
の機器の影響によって通信速度や通信距離がほ下ずるこ 
とや、通信び切断することがちります。 

•通信機器間の距離や障害物、 Bluetooths 機器により、通信 
速度や通信距離は異なります。 
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Bluetoot がご使用上のま意 

本機の团 uetooth® 機能の使用周液数は 2.4GHZ 帯です。こ 
の周波数帯では、電子レンジなどの家電製品や産業•科学•医 
療用機器のほか、ほかの同種無線局、工場の製造ラインなど 
で使用される巧許を要する移動体識別用構内無線局、巧許を 
要しない特定のル電力無線局、アマチュア無線局など a ツ下 
「ほかの無線局 J と略ず)が運用されていまず。 

1. 本機を使用ずる前に、近くで「ほかのお線尉が運用されて 
いないことを確認してくだをい。 

2. 万一、本機と「ほかの無線局 J との間に電波干渉の事例が発 
生した場合には、すみやかに本機の使用場巧を変えるか、ま 
たは機器の運用を停止(電波の発射を停止)してください。 

3. ご不明な点やその他お困りのことが起きた場合は、ソフト 
バンクシヨッフもしくはお問い合わせ先 (P. 已 8) までお 
問い合わせ < ださい。 


本機はずべての曲 ue 化口 th ® 巧応援器との接続動作を確認し 
たものではありません。したがって、ずべての团 ue 化口 th ® 巧 
な樓器との動作を保証するをのではあ D ません。 

無線通信時のセキュリティとして、 Bluetooths の標華仕様に華 
视したセキュリティお能に対応しておりますび、使用環境および 
設定内容によってはセキュリティび十分でない場合び考えられ 
ます。团 uetooth ® によるデータ通信を行う樹まご注意ください。 
Bluetooth ® 通信時に発生したデータおよび情巧の漏えいに 
つをましては、当社では責任を負いかねまずのであらかじめ 
ご了承:ください。 


Wi-Fi (無線 LAN) について 


周波数帯に. 4GHZ 新について 

本機の Wi-Fi は、 2.4GHz 帯の吕 .402GHz から吕 .480GHz ま 
での周波数を使用しまず。 

|2.40S4/0F4| 2.4 DS 4/0 F 4 

I ' ~~ 本機は 2.4 GHZ 帯を使用しまず。変調方式と 
して DS-SS/OFDM 変調方式を探用し、ち干 
渉距離は約 40m け下でず。 

I-II - II-1 

2.斗 OSGHz 〜2.480 GHz の全帯域を使用し、 
かつ移動体識別装置の帯域を回避可能であるこ 
とを意はしまず。 
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周波数帯巧 GHz 帯)について 

本おの Wi- 円は已 GHz 帯の周波数を使用します。電波法によ 
り已 .2GHZ 帯および已 .3GHZ 帯の屋か利用は禁止されてお 
りまず。 

本製品び使用するチヤンネルはむ下の通りです。 

W 己吕(已 .2GHz 帯/3日， 38. 40, 44, 46, 48ch) 

W 己3(已 .3GHz 帯/己2, 54,已6, 60, 62, 64ch) 

W 巳6(已 .6GHz 帯/100,102, 104,108 . 110,112,116, 
11 8. 1 20. 124,126,1 28. 1 32. 134,1 36. 1 40ch) 


[_ IEEE 802.11 b/g/n I 


IEEE 802.11 a/n 


ff 5 MW 52 IW 53 IW 56 


Wi-R についてのお願い 

♦本磯の無線し AN 機能は曰本国巧及び FCC/CE 規格に準拠 
し、認定を取得していまず。フランスなど一部の国/巧域で 
は無線 LAN 機能の使用が制限されます。ミ毎かでご利用になる 
場合はその国/地域の法規制などの条件をご確認ください。 

•Wi- 円機器び使用する 2.4GHZ 帯は、さまざまな機器び共 
有して使用する電波帯です。そのため、 Wi-Fi 機器は、同じ 
電波帯を使用する磯器からの影響を最小限に抑えるため 
の技術を使用していまずび、場合によっては他の機器の影 
響によって通信速度や通信距離がほ下することや、通信が 
切断ずることびありまず。 

•通信機器間の距離や障害物、 Wi-Fi 機器により、通信速度や 
通信距離は異なりまず。 

W 卜円ご值用上のま意 

本おの Wi- 円が使用する 2.4GHZ 帯では、電子レンジなどの 

家電製品や産業•科学•医療用機器のほか、ほかの同種無線 

局、工場の製造ラインなどで使用されるを許を要する移動体 

識別用構巧無線局、巧許を要しない特定のか電力無線局、ア 

マチュア無線局など a ソ下 r ほかの無線局」と略ず）び運用さ 

れていまず。 

1. 本機を使用ずる前に、近くで「ほかの無線局」が運用されて 
いないことを確認してください。 

2. 万一、本機と「ほかの無線局」との間に電波モミホの事例が発 
生した場合には、ずみやかに本磯の使用場所を変无るか、ま 
たは機器の運用を停止(電波の発射を停止)して <ださい。 

3. ご不明な点やその他お困りのことが起きた場合は、ソフト 
バンクショップわしくはお問い合わせ先 (P.58) までお 
問い合わせください。 
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microUSB プラグを接続するとをは、プラグ先端の変 
お、破損にま意し、正しい向きで本体に質つすぐ差し込 
んでください。 

プラグの向きを間違えると、プラグを破損する可能性が 
あります。 



SD 力ード沛販品）を使用する際は、必ず付属のマイク 
□ SD カード U— ダライタをご使用ください。 

SD 力ード怖販品）は、図の向きに質つすぐ差し込んで 
ください。 



巧応する SD カード(巿販品)じ巧のちのをマイク nSD カード 
リーダライタに挿入しないで<ださい。 

SD 力ードをマイク aSD 力ードリーダライタに挿入してから、 
マイク nSD カードリーダライタを本糖に接続してください。 
マイク nusB 変換アダプタに接続でさるのは同おのマイク □ 
SD カード U —ダライタのみでず。他の機器を接続して巧障し 
た場合は、巧証の巧象かとなりまず。 
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防か/防塵性能について 


本機は、 IPX 己相当、 IPX7 相当の防水性能および IP 己X相当の 
防塵性能 (USIM カードス□ットキャッフが完全に装着され 
た状態)（当な試験ちまによる）を備えておりますび、この「巧 
水/防塵性能について」に記載されている巧容を守らずにご 
使用になると、浸水や砂•異物などの混入の原因となり、発 
熱•発乂 •感電•傷害•故障などの恐れがありまず。ま全にお使 
いいただくために、この r 防水/巧塵性能について J の内容を 
よくお読みになってからご使用 < ださい。 

•IPX 巳相当 

巧径日. 3mm のノズルを用いて、約 3m の距離か5約12.己 
リットル/分の水を3分切上ま水ずる条件で、ちらゆる方 
向からのノプルによる噴流水によってち、電言き機としての 
性能を保つことを意巧します。 

•IPX7 柏当 

常温で水道水、かつ静水の水深 Im の水植に電話機本体を 
静かに沈め、約30分間水底に放置してち、本体巧部に浸水 
せず、電話磯としての機能を巧つことを意巧します。 

•口巳X柏当 

防塵試験用粉塵(直径7已 ym む下)が入ったとしても所定 
の動作およぴを全性を損なわないよラに保護されている 
ことを意味しまず。 

♦具体的には… 

雨 （1 時間あたりの雨量び 20mm 未満)の中で傘をささず 
にお使いいただけまず。パスルームやキッチン、プールサ 
イドなど水がちる場巧でちお使いいただけまず。 


ご使用にあたつての重要事項 


参浸水の原因となるため、 USIM カードス□ットキヤップを 
しっかりと閉じてください。 

キャップが浮いていることのないよラに、完全に閉じてい 
ることを確認してください。 
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•接站 1 面に微細な！!‘至(髪のモー本、砂粒一個など)びわずか 
でも巧まると浸水の原因となります。 

参手や本機が濡れている状態での USIM カードス□ット 
キャッフの開閉は絶対にしないで<ださい。 

参砂おなどの上に置かないでくだごい。送話□•スピーカー- 
外部接続端モなどに砂などび入り音がかさ<なる場合び 
ちりまず。 

♦水中で使用(キー操作を含む）しないでください。 

参常温の真水•水道水凹がの液体(石けん•洗剤•入お剤、ミ届 
泉、熱湯、砂•あ、ミ毎水、フールの水、アルコールなど）をかけ 
たり、浸けないでください。 



石けん•ホきい乂お剤 温泉 



孩•お •巧水 



USIM 力ードス □ツ トキ ヤツ プの閉じかた 


□ USIM 力ードス □ッ トキ ヤツ フのヒンジを収納し 
巧しこむ 



□ 矢印の方向になぞり、 USIM 力ードス ロッ トキ ヤツ 
ブび浮いていることのないよう確実に巧じる 
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ミ主意事項について 


利用シーン別ま意事項 
<雨の中> 

•強い雨 （1 時間あた D の雨置が 20mmiU 上)の中で使用し 
ないで < ださい。 

※ディスプレイに水滴が付着していると、タッチバネルが誤動 
作する場合がありまず。 

参雨がかかっている最中、または手び濡れている状態での 
USIM カードス□ットキヤップの開閉は絕巧にしないでく 
ださい。 

<バスルーム> 

•お植に浸けたり、落下させたりしないでください。また、水 
中で使巧しないでください。 

※ディスプレイに水滴が付着していると、タッチパネルび誤動 
作する場合があ D まず。 

•石けん、洗剤、入浴剤の入った水、温泉水には浸けないでく 
ださい。 

•温水シヤワーを直接当てないでください。 

•高温のお湯をかけないで<ださい。 

♦パスルームへの長時間の持ち込みはお避けください。 
•周囲湿度已で〜3已で（ただし、36°0〜40でであれば一時 
的な利用は可能でず。）、湿度3已％〜日0%の轟囲で使用し 
てください。 


<キッチン> 

•石けん、洗剤、調味料、ジュースなど真水•水道水け外の液 
体をかけたり、浸けたりしないでください。 

•高温のお湯やを水をかけたり、浸けたりしないで<ださい。 
•コン□のそばやを鼠庫の中など、極端に高温•ほ温になる 
ところに置かないでください。 

•強い流水 (6 リットル/分を超える)をかけないでください。 
<プールサイド> 

•フールの水に浸けたり、落下させたりしないでください。 

また、水中で使用しないで < ださい。 

•フールの水には消毒用塩素び含まれているため、フールの 
水がかかった場合には速やかに常ミ届の水道水 S で洗い流し 
てくださし、。洗ラ際にブラシなどは使用しないでくださし)。 
《やや弱めの流水 (6 U ットル/分凹下） 
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共通を意事 I 頁 

♦USIM カードス□ットキャッフをしっかりと閉じてくださ 
し)。微細なゴ=(繊維くず、髪の毛一本、±、砂粒一個など） 
がわずかでち巧まると、浸水の原因とな0ます。 

♦USIM カードス□ットキャップの隙間に、先の尖ったもの 
を差し込まないでください。3ムパッキンび傷つを、浸水 
の原因となりまず。 

参手袋などをしたまま、 USIM カードス□ットキャッフの開 
閱をしないでください。手袋などに付着している微細な j ’ 
=( 繊維くず、套のモー本、±、砂粒一個など)がわずかでも 
巧まると、浸水の原因となります。 

参 USIM カードス□ットキャッフを開閉ずるときは、本機や 
手に水滴•砂•巧れなどが付着していないことを確認して 
ください。付着している水滴•砂•巧れなどが本体の部に入 
0込んだり、キャッフに换まるなどして、巧障や浸水の原 
因となりまず。わずかでも付着している場合は、本機や手 
の水滴•砂•巧れなどを繊維くずの出ない乾いた清潔な巧 
で拭:を取ってから、作業を行ってください。 

参本機に水滴が付着したままが置しないでください。隙間か 
5水分が入り込んでいる場合がありまず。また、濡れたま 
までずと、音びルさくなる場合があります。水で濡れた場 
合は、本機をおる ( P .3 已)などして水を取り除き、本機から 
出た水分を繊維<ずの出ない乾いた清潔な巧で速やかに 
おき取ってくださし、寒を地では、本機に水滴が巧着して 
いると、凍結し故障の原因となりまず。 

参本機の防水性能は真水 • 水道水にのみ対応しており、温水 
や塩水、洗剤、薬品、汗などには対応しておりません。真水 • 
水道水凹外の水分(海水•洗剤など)、または砂•おなどが巧 
着した場合は、速やかに常温の水道水 g で洗い流してくだ 
さし、洗う際にブラシなどは使用せず、 USIM カードス 
□ットキャッフび開かないよラに巧さえなびら手で洗っ 
てくだごい。 

《やや弱めの流水 (6 リットル/分け下） 

参耐水圧設計ではありませんので、規定 (IPX 已 ’ IPX ?) を超 
える強い水流(例えば、巧□やシャワーから肌に当てて痛 
みを感じるほどの強さの水流)を当てたり、水中に長時間 
沈めたりしないでください。 

参洗濯おや超音波洗を巧などで洗わないで<ださい。 

参水中で強い衝撃を与えないで<ださい(例:水の張った洗 
面台、トイレ、洗濯機に落とさないでください)。 

♦本機 L ソかの付属品 (AC アダフタなど）は、防水性能を備え 
ておりません。 
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♦送話□•スピーカー•外部接続端子の巧を尖ったちのでつ 
つかなレで < ださい。 

参 USIM カードス□ットキャッフ裏側のゴムパッキンは、巧 
水性能を維持するための重要な部品です。じ(下のことにご 
ま意 < ださい。 

-はがしたり、傷つけたりしないでください。 

-ゴ=などが付着しないよラにして<ださい。微細なゴ5 
(繊維くず、髮の毛一本、±、砂粒一個など)がわずかでも 
付着していると、浸水の原因となりまずので、必ず取り 
除いて < ださい。 

•真水•水道水けがの液体(温水や塩水、洗剤、塞品、汗な 
ど)が付着ずると、防水性能を維持でをなくなる場合が 
ちりまず。 

•キャッフを閉める際はゴムパッキンを晒み込まないよ 
うま意してください。晒み込んだまま無理に閉めよラと 
すると、=1’ムパッキンが傷つさ、防水性能が維持できな 
くなる場合があります。 

-巧 7 j < 性能を維持するための部品は、異常の有無にかかわ 
5ず2年ごとに交換することをお勧めしまず。お客様ご 
依頼による部品交換は、本機をお預かりして有料にて承 
りまず。お近くのソフトバンクショップもしくはお問い 
合わせ先 ( P . 己 8) までお問い合わせください。 

•落下させるなど本機に強い衝撃をちえないでください。巧 
水性能が維持できなくなる場合がありまず。 

•本機は水に浮さません。 

•熱湯に浸けたり、サウナで使用したり、ドライヤーなどの 
温風を当てたりしないでください。本機は耐熱設計ではち 
D ません。 

•周囲湿度已で〜3己で（ただし、 36 t ： 〜40でであれば一時 
的な利用は可能でず。）、湿度35%〜日0%の載囲で使巧し 
てください。範囲を超える極端に暑い場所や寒い場所で使 
用ずると、防水性能が維持でさない場合があります。 

•急激な温度変化:は結露の原因となります。寒いところか6 
暖かいお風呂などに本おを持ち込むときは本機が常温に 
なってから持ち込んでください。本機は結露に巧して特別 
な巧策を実施しておりません。 

※ディスプレイの巧側に結露び発生した場合は、結露がとれる 
まで常温で放置して<ださい。 

参外部接続端子に巧□の水を直接あてないで下さい。 

♦水滴び付着したままが置しないでください。外部接続端子 
びショートずる恐れがあります。 

•外部接続端子に水滴を残さないで下さい。 
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参が部接続端子使用時は端子に異物が入っていないか確認 
の5え、ご使用ください。 

参想定される使われ方に即した試験を巧い、性能を満足ずる 
ことを確認していまずが、実際のご使巧にあたって、すべ 
ての状況での動作を保班ずるものではちりません。お客様 
の取り扱いの不備による故障と認められた場合は、保話の 
巧象がとなり有償修理となりまず。 

水に濡れたとさは 

本機に水滴が付着したまま使用すると、送話□•スピー 
力一 •外部接続端子に水びたまり、一時的に音が聞こえ 
にくくなったり、巧服やかばんなどを濡らしてしまうこ 
とがありまず。また、隙間か5水分が入り込んでいる塌 
合がありまずので、下記の手順で本機の水分を取0除い 
て < ださい。 

〇本機表面の水おを繊維くずの出ない乾いた清潔な 
巧などでよく拭き取る 



□ 本機をしっかり持ち、水ぴ出なくなるまで矢印の方 
向に振る 

•振る際は周りに危険がないことを確認してくだ 
さい。 


•本機がおび出さないよラに、しっかりと持ち水抜 
さをしてください。 
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B 繊維くずの出ない乾いた清潔な巧などに本機巧車ミ 
<押し当て、を話□•スピーカー•外部接続端子部な 
どの隙間に入った水分を拭さ取る 



□ 本機か S 出た水分を十分に取り除いてか6常温で 
1時間凹上が置して乾燥させる 
上記手順を行ったあとでち、本機に水分が残ってい 
る場合びあります。濡れて困るちののそばには置か 
ないで < ださい。 

また、巧服やかばんなどを濡日してしまう恐れがあ 
りまずのでごま意 < ださい。 

巧電のとをは 

付属品、オフション品は防水性能を有していません。充電時、 
および巧電後には次の点をご確認ください。 

•本機び濡れている状態ではお巧に充電しないでくださし、。 
水が付着したままで巧電を行った場合、巧障•発熱などの 
恐れがあります。 

•濡れた手で AC アダフタ•ワンセグアンテナ•マイク DSD 
力ードリーダライタ•マイク aUSB 変換アダフタ ‘USB 
ケーブル(オプション品）に班れないでください。感電の原 
因とな0まず。 

• AC アダフタ•ワンセグアンテナ•マイク DSD カード1」一 
ダライタ•マイク nus 日変換アダフタ ‘ USB ケーブル(才 
プション品)は、水のかか6ない状態で使用してください。 
火災や感電の原因となります。 

参 AC アダフタ•ワンセグアンテナ•マイク DSD カードリー 
ダライタ•マイク nus 日変換アダフタ ‘USB ケーブル(才 
プシヨン品)は、お風呂場、シヤワー室、台所、洗面所などの 
水周りでは使用しないでください。乂災や感電の原因とな 
D ます。 
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知的財度樓について 

害作権/肖像権 について 


♦お客様び本機で撮影/録画/録音したちのを複裝、改変、編 
集などをする行為は、個人で楽しむなどの他は、著作権法上、 
権利者に無断で使巧できません。また、他人の肖像や氏名を 
無断で使用、改変などをすると肖像権などの侵害となる場合 
ぴ友〇ますので、そのよ5なご利巧ちお控元 < ださい。 

参撮影したものをインターネットホームページなどで公開 
する場合ち、著作権や肖像権に十分ごミ主意 < ださい。なお、 
実演や興行、展示物などでは、個人として楽しむなどの目 
的であってわ、撮影/録音を制限している場合があります 
のでごま意くださし、。 

♦著作権にかかわる画像やサウンドの乾送は、著作権法の規 
定による範囲巧で使用するむがは、利用できませんのでご 
ま意 < ださい。 


本糖に搭載されているソフトウェアまたはその一部につを、改 
変、翻訳•翻案、リバース•エンジニアリング、逆コンバイル、逆 
アッセンプルを巧つたり、それに関与してはいけません。 

本機を、ま令により許されている場合を除を、曰本国巧に持ち出 
してはいけません。 


THIS PRODUCT IS LICENSED UNDER THE MPEG4 VISUAL PATENT 
PORTFOLIO LICENSE FOR THE PERSONAL AND NON¬ 
COMMERCIAL USE OF A CONSUMER FOR (i) ENCODING VIDEO IN 
COMPLIANCE WITH THE MPEG-4 VISUAL STANDARD (" MPEG-4 
VIDEO-) AND/OR (ii) DECODING MPEG-4 VIDEO THAT WAS 
ENCODED BY A CONSUMER ENGAGED IN A PERSONAL AND 
NONCOMMERCIAL ACTIVITY AND/OR WAS OBTAINED FROM A 
VIDEO PROVIDER LICENSED BY MPEG LA TO PROVIDE MPEG-4 
VIDEO. NO LICENSE IS GRANTED OR SHALL BE IMPLIED FOR ANY 
OTHER USt ADDITIONAL INFORMATION INCLUDING THAT 
RELATING TO PROMOTIONA し INTERNAL AND COMMERCIAL 
USES AND LICENSING MAYBE OBTAINED FROM MPEG LA, LLC. 
SEE HTTP:/AA/WW.MPEGLA.COM. __ 

Microsoft ®, Windows ®, Windows Vista ®, Excel ®, 
PowerPoint ^、 Exchange ® は、ホ国 Microsoft 
Corpora が on の米国及びその他の国における登録商標です。 
Windows ®, ま Microsoft を Windows を operating system 
の略称として表記しています。 
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Oracle と Java は 、 Oracle Corporation 及びその子会な、 
関連会なの米国及びその他の国における登録商標です。文 
中の社ち、商品ち等は各社の商標または登録商標である場 
合があります。 


QR コードは株式会社デンソーウェーブの登録商標でず。 

m 製 

microSD、microSDHCa j は SD -3 C.LLC の商標でず。 


w び_〇 


©Bluetooth* 

Bluetooth ® ワードマークおよぴ□コは 、 Bluetooth SIG , 
Inc . び巧有する登録商標でちり、京セラ巧す会社は、これら 
商標を巧用する許可を受けていまず。_ 

本製品は、無線 LAN 標準規格の IEEE 80 己.11に昼づき、無線 
LAN 機器の相互接続性を保証するために Wi - 円 Alliance ® び 
定めている認駐テストをパスしており、 rw 卜円 CERTI 円 EDTMJ 
という認定がちえ6れていまず。 Wi - R □ゴがついた製品と 
腿接続び保記されます。 IEEE 802 .1 1 a 、 IEEE 802 .1 1 b 、 
IEEE 802.1 Ig および IEEE 80 吕 .1 In に巧応してお 0 まず。 



Wi-Fi Protected Setu 日 ™ ( WPS ) で、無線 LAN の接続設定 
内容 ( SSID や認班ち式、暗号キーなど)を プッシュ ポタンち 
式、円 N コード入力方式で設定できる機能を有していまず。 

Wi - Fi ®、 Wi-Fi Alliance ®、 WPA ®、 WPA 2®、 

Wi-Fi CERTI 円 EDaii ’ は Wi-R Alliance の登録商標でず。 
Wi-Fi CERTIFIED ™ および Wi-Fi Protected Setup™ は 
Wi-Fi Alliance の商標です。 


(拳） 

AO 5 s ' 

AOSS ™ は株式会社バッフ ア □-の商標です。 
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本裝品には赤外線逊誦能としてイーグルッジ株式会 
社の DeepCo 旧を3.0円 us for Android を搭載しています。 
Copyright © 2012 E-Globaledge Corp . All Rights 
Reserved . 

Adobe . Adobe □ゴ 、 Adobe PDF および Adobe PDF □ゴ 
は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社)の 
米国ならびにそを他の国における商標まがま^商標でず。 _ 
Goo 旨 le'Google □ユ Android、Android □ゴ 、 Google 
Plays Google Play □ゴ、 Play ミュージック、円 ay ミュー 
ジック□ゴ、 Play ムービー、円 ay ムービー□コ、 Gmai し 
Gmail □ゴ、 Goo 白 e マッフ、 Google マップ□ユ Google 
卜ーク 、 Google 卜ーク□ゴ、 Picasa 、 円 casa □ゴ 、 Google 
Latitudes Google Latitude □ゴ 、 Google マッフナビ、 
Google マップナビ ( IllLGoo 旨 le + □—カル、 Goo 臣 le + 
□—カル alGoogle 検索 、 Google 検索□コ 、 Google 
音声検索、 Google 音声検索□ゴ、 Google カレンダー、 
Google カレンダー □ li ’、 Google +、 Google + ロコ’、 
Chrome、Chrome Dd'v YouTube および YouTube □ゴ 
は 、 Google Inc . の商標または登録商標でず。 


iWnn IME 

夕字変換は、オム□ンソフトウエア株式会社の iWnnlME を 
使用していまず。 

iWnn IME 似 0 MR 0 N SOFTWARE Co ., Ltd . 2009- 
2012 All Rights Reserved . 

書体切り替えには、株式を社リム コーポレーシヨ ンの「もじ 
チェン」を使巧しています。「もじチェン」は株式会社リム 
コーポレーションの登録商標です。 

本製品には、株式会社リムコーポレーションの書体を搭載 
しています。 


本製品には、株式会社モリサワの書巧を搭載しています。_ 

r すぐで字」、 r 暂電カナビ」、 r すぐごえ」、 r スマートソニック 
レシーパー」、「ディリーステツフ」、 I ■□旧 N 0 J は京セラ巧す 
会社の登録商標です。 
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McAfee およびその他のマークは、米国ま人 McAfee . Inc . 
またはその関係会社の米国またはその他の困における登録 
商標または商標です。 

セキュリティを連想させるホは McAfee ブランド製品独自 
の色でず。 


Facebook 、 Facebook □ゴは、 Facebook , [ nc . の商標また 
は登録商標です。_ 

「 GREE 」 および rGREE 」 □ゴは、グリー株式会社の登録商 
標または商標でず。 


rMobageJ および 「 Moba 旨 e 」 □ゴは、巧す会社ディー•ェ 
ヌ•エーの登録商標または商標です。 


「スグデコ！」は、株式会社アイフリークの登録商標です。 



本製品は株式会社セックのワンセグトータルソ U ユーシヨ 
ン 「airCube for Android 」 を搭載しています。「 airCubeJ は 
巧式会社セックの登録商標でず。 


□ヴィ、 Rov し G ガイド、 G - GUIDE 、 G ガイドモバイル、 
G-GUIDE MOBILE 、 および G ガイド関連□ゴは、米国 Rovi 
Corporation および/またはその関連会社の日本国内にお 
ける商標または登録商標でず。 


おサイフケータイおよぴおサイフケータイ□ゴは、巧す 
会社 NTT ドコモの商標または登録商標です。 


Fel に a はソニー株す会社び開発した巧接舰に力ードの技術 
方式でず。 

Fel に3はソニー株式会社の登録商標でず。 

巧は、フェリカネットワークス株式会社の登録商標でず。 
Internet SagiWall は、 BB ソフトサービス巧す会なの商標 
または登録商標です。 

SOFTBANK およびソフトバンクのち称、 □；! は曰本国お 
よぴその他の国におけるソフトバンク巧す会社の登録商標 
または商標です。 
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「 Yahoo !」 および rYahoo !」 の □ コマークは、米国 Yahoo ! 
Inc . の登録商標または商標です。 


音声認識システムには株式会なアドバンスト•メディアの 
AmiVoice ( R ) を使用していまず。 

Copyright (0 2010 -2011 Advanced Media, Inc. 

音声コーデツクロま JearvMarc Valin / Xiph.Org Foundation 
の Speex を使用していまず。 

の 2002-2003, Jean-Marc Valin/Xiph.Org Foundation 
Redistribution ana use in source and binary forms, with or 
without modification, are permitted provided that the following 
conditions are met: 

* Redistributions of source code must retain the above copyright 
notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

* Redistributions in binary form must reproduce the above 
copyright notice, this list of conditions and the followinq 
disclaimer in the documentation and/or other materials 
provided with the distribution. 

* Neither the nameoftheXiph.org Foundation nor the names of its 
contributors may be used to endorse or promote products derived 
from this software without specific prior written peimission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND 
CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE 
FOUNDATION OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, 
INDIRECT INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES (INCUJDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF 
SUBSTITUTE GOODS OR SERV に ES; LOSS OF USE, DATA, OR 
PROFITS; OR BUSINESS INTERRUFnON) HOWEVER CAUSED AND 
ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT 
LIABILITY’ OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) 
ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN 
IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

Copyright (C) 2012 Yahoo Japan Corporation. All Rights Reserved. 
S ! メール、デコレメール、楽デコ、スマセレ、スマートセキュ 
リティ powered by McAfee®、ULTRA SPEED はソフトバ 
ンクモパイル株式会社:の登録商標または商標でず。_ 

ビューンおよび VIEWN のち巧、 □ ゴは株式会社ビューンの 
商標です。 
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UULA ® は株式会社 UULA の登録商標でず。 


©Shogakukan All righits Reserved . ©Yahoo Japan 


©SoftBank Mobile Corp . /Powered by MediaDo 


静止画手ブレ浦正機有封こは株式会な。レフォの 「 PhotoSolid 」 
を採用しております。 「 PhotoSolid 」 は株式会社モルフォの 
登録商標です。 

動画手ブレ補正機能には株式会社モルフォの 「 MovieSolid 」 
を採用しております。 「 MovieSolid 」 は巧す会なモルフォの 
登録商標です。 

背景ぼかし画像生成技術には 「Morpho Defocus 」 を採用 
しておりまず 。 FMorpho Defocus 」 は株式会社モルフォの 
商標です。 

ノイズ除ま技術には rMorpho DenoiserJ を探巧していま 
ず 。 fMorpho DenoiserJ は株す会社モルフォの商標でず。 
画像エフ I クト技術には株式会なモルフォの rMorpho 
Effect Library 」 を採用しております 。 rMorpho Effect 
LibraryJ は株式会社モルフォの商標でず。 

HDR(High Dynamic Range ) 技術口ま rMorpho HDRJ 
を採用しています 。 rMorpho HDR 」 は株式さなモルフォの 
商標です。_ 

その他、本書に記載されている会社をおよび商品•サービス 
ちは、各なの商標または登録商標です。 


このマニュアルで説明されている携帯電話にインス I -ール 
されているソフトウェアについては、お客様に使用権び許諾 
ごれています。本ソフトウェアのご使用に際しては、切下の 
点にミ主意 < ださい。 

( a ) ソフトウェアのソースコードの全部または一部につい 
て、複製、頒布、改変、解析、リバースエンジニアリングま 
たは導出をおこなつてはなりません。 

化）法律や規則に違反して、ソフトウェアの全部または一部 
を輸出してはなりません。 

(C) ソフトウエアの商品性、特定目的への適合性、第云を知的 
財産複の不侵害などの黙示の保証を行ラものではありま 
せん。 
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ただし、ソフトウてアに含まれている 、 GNU General Public 
License ( GP し _)、GNU し ibrary / し esser General Public 
License ( LGPL ) およぴその他の才ーフンソースソフト 
ウェアのライセンスに基づくソフトウェアな5びに京セラ巧 
式会社が許諾を受けたソフトウェアのご使用に際しては、当 
該ソフトウェアのライセンス条件び运先して適用されます。 
なお、オープンソースソフトウェアについては、 UTF に明示 
しております r オーフンソースソフトウェアについて J をご 
確認ください。 

オープンソースソフトウエアについて 
本製品は 、 GNU General Public License ( GPL)、GNU 
Library/Lesser General Public License ( LGPL ) または 

その他のオーフンソースソフトウェアライセンス及び/また 
はその他の著作権ライセンス、巧責条項、ライセンス通知の適 
用を受ける第云ちのソフトウェアを含みます 。 GPU LGPL 及 
びその他のライセンス、巧責条巧及びライセンス通知の具体 
的な条件については、本製品の r 端末情報」か6参照いただけ 
ます。詳細については当なホームページをご覧ください。 

本裝品には、京セラ株す会社が著作権を有するソフトウェア 
及び京セラが許諾を受けたソフトウェアが含まれていまず。 
本製品に含まれる、京セラ株す会社がオープンソースソフト 
ウェアの規格やライセンスに準拠し設計、開発したソフト 
ウェアの著作権は京セラ株式会社及は第云ちが有しており、 
著作權法上認められた使用法及ぴ当社が別途認めた使巧法 
を除さ、お客様は当社に無断で頒布、複裝、改変、公ま送信等 
の使用を行うことはできません。 
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携帯電話煤の比化吸率*1 ( SAR ) について 


この機種202 K の携帯電話おは、国び定めた電波の人が吸収 
に関する技術基準に適合していまず。 

この技術基準は、人体頭部のそばで使用する携帯電話機な 
どの無線機器か5送出される電波び人間の健康に影響を及 
ぼごないよラ、科学的根拠に基づいて定められたわのでち 
り、人体側頭部に吸収される電波の平均エネルギー量を表ず 
比吸収率 ( SAR : S 日 ec け ic Absorption Rate ) について、こ 
れが 2 W / kg &2 の許容値を超えないこととしています。この 
許容怕は、使用をの年齢や身巧の大きさに関係なく十分なま 
全率を含んでおり、世界保健機関 ( WHO ) と協力関係にある 
国際巧電離放射線防護委員会り CN 旧 P ) が示した国際的なガ 
イドラインと同じ値になっています。この携帯電話機202 K 
の、 SAR は0.801 W / kg です。この値は、国が定めた方法に 
従い、携帯電話機の送信電力を最大にして測定された最大の 
値でず。個々の製品によって SAR に多少の差異が生じること 
もありまずが、いずれも許容値を満足しています。また、携帯 
電話機は、携帯電話基地局との通信に化要な最低限の送信電 
力になるよラ設計されているため、実際に通話している状態 
では、通常 SA 刊まよりルさい値となります。 

側頭部な列の位置でご使用になる場合 

この携帯電話機は、側頭部な列の位置でち使用可能です。 
キヤリングケース等のアクセサリをご使用になるなどして、 
身体から1.己センチ LU 上離し、かつその間に金属ほ G 分)が含 
まれないよラにずることで、この携帯電話磯は電波防護の国 
際ガイドラインに適合しまず（《3)。 

世界保健機関は、『携帯電話が潜な的な撞康リスクをもたら 
ずかどうかを評価ずるために、これまで20年 LU 上にねたっ 
てを数の研究が行われてをました。今曰まで、携帯電話使用 
によって生じるとされる、いかなる健康影響ち確立されてい 
ません。』と表明していまず。 

SA 刊こついて、さらに詳しい情報をお知 D になりたい場合 
は、下記のホームページをご参照ください。 

. 総務省の ホー ムぺ ージ 

http://www.tele.soumu.go.jP/j/sys/ele/index.htm 
-一般社団法人電波産業会のホームページ 
http://www.arib-emf.org/index02.html 
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巧術基華については、空巧ま関連省を(無綜設備規則第 14 条 
の 2) で規定されていまず。 

《2平成9年に(旧)郵政省空気通信巧術審議舍により答申された 
「軍波防護指針」に規定されていまず。 

《3携帯里話磯本巧を側頭部む外でご使用になる場合の SAR の 
測定るについては、平成22年3月に国際規格 ( IEC 62209- 
2) が制定されました。国の技術含準については、平成23年 
10月に情報通信審議会よ D 答申されていまず。 

電波ばく露の影響に関する情報として、米国連邦通信委員会 
( FCC ) の S 準および欧州における情報を掲載しています。詳 
細は「米国連邦通信委員会 ( FCC ) の電波ばく露の影響に関ず 
る情報」「欧州における電波ばく露の影響に関する情報」をご 
参照 < ださい。 


r 米国連邦通信委員会 ( FCC ) の電波ばく露 
の影響に関する情報」 


米国連邦通信委員会の指針は、独立した科学機関が定期的か 
つ周到に科学的研究を行った結果策定された基準に基づい 
ています。この許容値は、使用者の年齢や健康が態にかかわ 
らず十分にま全な値となっています。 

携帯電話機から送出される電波の人体に対する影響は、比の 
収率 ( SAR : S 日 ecific Absorption Rate ) という単位を用い 
て測定します。 FCC で定められている SAR の許容值は、 
1.6 W / k 旨となっています。 

測定試験は機種ごとに FCC び定めた位置で実施され、下記の 
とおりに従って身体に装着した場合は 0.72 己 W / kg です。 
身体装着の場合：この携帯電話機吕 C 12 K では、一般的な携帯 
電話の装着法として身体から1センチに距離を保ち携帯電話 
機の背面を身体に向ける位置で測定試験を実施しています。 
FCC の電波ばく露要件を満たずためには、さ体から1センチ 
の距離に携帯電話を固定でをる装身具を使用し、ベルトク 
リツフやホルスターなどには金属部品の含まれていないち 
のを選んでくだごい。 

上記の条件に該当しない装さ具は、 FCC の電波ばく露要件を 
満たさない場合もちるので使用を避けてください。 

比吸収率 ( SAR ) に関するさらに詳しい情報をお知りになり 
たい場合は下記のホームページを参照してください。 


FCC Radio Frequency Safety (英文のみ） 
htt 日ソ / transition . fcc . gov / oet / rfsafety / 
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「欧州における電波ば < 露の影響に関ずる情報」 


この携帯電話機202 K は無線送受信機器です。本品は国際指 
針の推奨する電波の許容値を超えない ことを 確認して いま 
ず。この指針は、独立した科学機関である国際巧電離放射線 
防護委員会り CN 旧 P ) が策定したちのでちり、その許容値は、 
使用ちの年齢や健康状態にかかわらず十分にま全な値と 
なつています。 

携帯電話磯から送出される電波の人体に対する影誓は、比吸 
収率 ( SAR:Specific Absorption Rate ) という単位を用い 
て測定します。携帯機器における SAR の許容値は 2 W / kg で、 
さ体に装着した場合の SAR の最高値は0.63已 W / kg です。 
SAR 測定の際には、送信電力を最大にして測定ずるため、実 
際に通話してし、るが態では、通常 SAR はよりかさし、植となり 
ます。これは、携帯電話機は、通信に必要な最低限の送信電力 
で基巧局との通信を行うよ5に設計されているためでず。 
世界保健機関は、携帯機器の使用に関して、現在の科学情報 
では人体への悪影響は確認されていないと表明していまず。 
また、電波の影響を抑えたい場合には、通話時間を短くする 
こと、または携帯電話機を頭部やさ体から離して使用ずるこ 
とび出来る八ンスフリー用機器の利用を推奨していまず。さ 
5に詳しい情報をお知りにな D たい場合には世界保健機関 
のホームページをご参照ください。 

巧巧保辖機関(巧スのみ） 
http :// www . who . int/emf 


SoftBank スマートフォン备機種の電波比吸収率 ( SAR ) 
一覧はこちら 

http :// mb . softbank . jp / mb / support / sar / 
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General Notes 


Electromagnetic Safety 


For body-worn operation, this phone has been tested and meets 
RF exposure guidelines when used with accessories containing no 
metal, that position handset a minimum of 15 mm from the body. 
Use of other accessories may not ensure compliance with RF 
exposure guidelines. 


CE Declaration of Conformity 


(り 177 ① 

In some countries/regions, such as France, there are restrictions on 
the use of Wi-Fi. If you intend to use Wi-Fi on the handset abroad, 
check the local laws and regulations beforehand. 

KYOCERA Corporation hereby declares that SoftBank 202K is in 
compliance with the essential requirements and other relevant 
provisions of Directive 1999/5/EC. 

A copy of the original declaration of conformity for each model 
can be found at the following Internet address; 
http:/AAWw.kyocera.co.jp/prdct/telecom/consumer/ 


RF Exposure Information/Specific 
Absorption Rate* (SAR) Information 


This mobile phone 202K meets the MICs**** technical regulation 
for exposure to radio waves. 

The technical regulation* established permitted levels of radio 
frequency energy, based on standards developed by independent 
scientific organizations through periodic and thorough evaluation 
of scientific studies. 

The regulation employs a unit of measurement known as the 
Specific Absorption Rate, or SAR. 

TTie SAR limit is 2 watts/kilogram (W ルが ** averaged over ten 
grams of tissue. 

TTie limit includes a substantial safety margin designed to assure 
the safety of all persons, regardless of age and health. 

The value of the limit is equal to the international guidelines 
recomm 饥 ded by ICNIRP*****. 

The highest SAR value for this mobile phone is 0.801 W/kg when 
tested for use at the ear. 

While there may be differences between the SAR levels of various 
phones and at various positions, all phones meet M に , s technical 
regulation. 

Although the SAR is determined at the highest certified power 
level, the actual SAR of the phone during operation can be well 
below the maximum value. 
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Use at positions other than at the ear 

This mobile phone may be used at positions other than at the ear. 
By using an accessory such as a belt clip holster that maintains a 1.5 
cm separation with no metal (parts) between the body and the 
mobile phone, this mobile phone will comply with international 
guidelines for radio wave protection (***). 

The World Health Organization has announced that "A large 
number of studies have been performed over the last two decades 
to assess whether mobile phones pose a potential health risk. To 
date, no adverse health effects have been established as being 
caused by mobile phone use." 

For more information about SAR, see the following websites: 

• Ministry of Interna! Affairs and Communications (MIQ 
http:/AAWw.tele.soumu.go.jp/e/sys/ele/body/index.htm 

• Association of Radio Industries and Businesses (ARIB) 
http:/Afl/ww.arib-emf.org/index02.htmi (Japanese) 

• The technical regulation is provided in Article 14-2 of the Ministry 
Ordinance Regulating Radio Equipment. 

** Provided for in "Radio-radiation protection guidelines," 
reported in 1997 by the Telecommunications Technology 
Council, Ministry o 午 Posts and Telecommunications. 

*** A method of measuring SAR when a mobile phone is used at 
positions other than at the ear was established in March 2010 
through an international standard {IEC62209-2). M に technical 
regulation was reported in October 2011 by the Information 
and Communications Council. 

**** Ministry of Internal Affairs and Communications 
***** International Commission on Non-Ionizing Radiation 
Protection 

Standards of the Federal Communications Commission (FCC) of the 
U.t Government and information from the tU. are given as 
information relating to RF exposure. For details, see "FCC RF 
Exposure Information" and "European RF Exposure Information." 
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FCC RF Exposure Information 


Your handset is a radio transmitter and receiver. It is designed and 
manufactured not to exceed the emission limits for exposure to 
radio frequency (RF) energy set by the Federal Communications 
Commission of the U.t Government. 

TTie guidelines are based on standards that were developed by 
independent scientific organization through periodic and 
thorough evaluation of scientific studies. The standards include a 
substantial safety margin designed to assure the safety of all 
persons, regardless of age and health. 

The exposure standard for wireless handsets employs a unit of 
measurement known as the Specific Absorption Rate, or SAR. 

The SAR limit set by the FCC is 1.6 W/kg. The tests are performed in 
positions and locations (e.g. at the ear and worn on the body) as 
required by the FCC for each model. 

The highest SAR value for this model handset as reported to the 
FCC when tested for use at the ear is 0.937 W/kg, and when worn 
on the body in a holder or carry case, is 0.725 W/kg. 

Body-worn Operation; This device was tested for typical body-worn 
operations with the back of the handset kept 1 cm from the body. 
To maintain compliance with FCC RF exposure requirements, use 
accessories that maintain a 1 cm separation distance between the 
user's body and the back of the handset. The use of beltclips, 
holsters and similar accessories should not contain metallic 
components in its assembly. 

The use of accessories that do not satisfy these requirements may 
not comply with FCC RF exposure requirements, and should be 
avoided. The FCC has granted an Equipment Authorization for this 
model handset with all reported SAR levels evaluated as in 
compliance with the FCC RF emission guidelines. SAR information 
on this model handset is on file with the FCC and can be found 
under the Display Grant section of http://www.fcc.gov/oet/ea/ after 
searching on FCC ID JOY202K. 

Additional information on Specific Absorption Rates (SAR) can be 
found on FCC Radio Frequency Safety website at 
http://transition.fcc.gov/oet/rfsafety/ 
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European RF Exposure Information 


Your mobile device is a radio transmitter and receiver. It is designed 
not to exceed the limits for exposure to radio waves recommended 
by international guidelines. These guidelines were developed by 
the independent scientific organization ICNIRP and include safety 
margins designed to assure the protection of all persons, regardless 
of age and health. 

The guidelines use a unit of measurement known as the Specific 
Absorption Rate, or SAR. The SAR limit for mobile devices is 2 W/kg 
and the highest SAR value for this device when tested at the ear 
was 0.636 W/kg*. As mobile devices offer a range of functions, 
they can be used in other positions, such as on the body as 
described in this User Guide**. In this case, the highest tested SAR 
value is 0.635 W/kg***. As SAR is measured utilizing the devices 
highest transmitting power the actual SAR of this device while 
operating is typically below that indicated above. This is due to 
automatic changes to the power level of the device to ensure it 
only uses the minimum level required to reach the network. 

The World Health Organization has stated that present scientific 
information does not indicate the need for any special precautions 
for the use of mobile devices. They note that if you want to reduce 
your exposure then you can do so by limiting the length of calls or 
using a hands-free device to keep the mobile phone away from 
the head and body. 

* The tests are carried out in accordance with international 
guidelines for testing. 

** Please see Electromagnetic Safety on page 47 for important 
notes regarding body worn operation. 

*** A method of measuring SAR when a mobile phone is used at 
positions other than at the ear was established in March 2010 
through an international standard {IEC62209-2). M に technical 
regulation was reported in October 2011 by the Information 
and Communications Council. 

World Health Organization 
http://www.wh 庄 int/emf 

List of Specific Absorption Rates (SAR) for radio waves by 
smartphone model 

httpy/mb.softbank.jp/mb/support/sar/(Japanese) 
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適合規格情巧について 


適合規格情報を表示でさます。 

〇ホーム画面で(シンプル）壺!(アブ! J — 質) 
馈定） 

□ r 端末情報 J 「適合規格情報」 


暗証を号について 


本機のご利用にあたっては、次の暗証番号び必要となり 
ます。 


操作巧暗罰 
番号 

データの初期化、おサイフケータイ □ッ 
クを利用するとさに使巧する暗証番号で 
す。お買い上げ時は設定されていません。 

□ツク No ./ 
パスワード 

画面□ックの解除を行ラとをに巧用す 
る暗証番号です。お買い上げ時は設定 
されてし1ません。 

交換機用暗証 
番号備着信視 
制用暗記番号） 

ご契約時の4巧の番号です。契約内宮の 
変更、オプ シヨ ンサービスを 一般 電話 
か6操作するとさに使用しまず。 


暗証番号はお忘れにな5ないよラにごま意ください。万一お 
ちれになった場合は、所定の手続きびお害になります。詳しく 
は、お問い合わせ巧 ( P . 已 8) までご連結ください。 

暗証ま号は他人に知られないようにごま意ください。他人に 
巧られ悪用されたとを、その損害について当社は責任を負い 
かねまずので、あらかじめご了を < ださい。 


発着信規制を解除する 


本機は発着信規制非対応となります。 iU 前の携帯電話で 
設定した発着信規制を解除するには次の手順を行って 
ください。 

n ホーム画面で r (シンプル）壺 j (アプ U - 覧） 
か電說 

且 B 「#330*交換機用暗証番号# J を入力 

且^ 
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PIN コード設定 


円 N コードとは USIM 力ードの暗証番号です。 

第云ちによる本機の無断使用を防ぐため使巧します。お 
買い上げ時には「白曰目引に設定されています。 

• 円 N コードの入力を3回間違えると、円 N □ック状態になりま 
す。その居は、 PIND ック解除コード ( PUK コード)び必要とな 
D まず。 PUK コードについては、お問い合わせ巧 ( P . 已 S ) まで 
ご連おください。 PUK コードを10回間違えると、 USIM カー 
ドび□ジクされ、本樓が度用でをなくなりまず。その隐には、 
ソフトバンクショップにて USIM 力ードの巧発行(有な)が必 
要になりまず。 


PIN コードを有効にする 


PIN コードを有効にすることで、 USIM 力ードを本機に 
取り付けた巧態で電源を入れたとを、円 N コードを入力 
する画面を表示ずるよラに設定ずることがでさます。 

〇ホーム画面で黯(シンブル）嚴(アプリー覧） 

W 簡定） 

B 「セキュリティ」 「 USIM 力ード□ック設定 J 

□「 USIM 力ード□ック J 
凸 PIN ]- ドを入力 「0 KJ 


PIN コードを変更する 


円 N コー ドの変更は 、 PIN コー ドを有効にしている場合 
のみ行えます。 

n ホーム画面で;;;;:;(シンフル）酷(アプリー質） 

题馈定） 

B 「セキュリティ」 「 USIM 力ード□ック設定 J 

且 「 PIN コードのを至 J 
□ 現在の PIN コードを入力 rOKJ 

且新しい PIN コードを入力 「0 KJ 新しい PIN 
コードを再度入力 roKj 
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ネットワークを利用してソフトウェア更新が必要かど 

ラかを確認し、お要なとさには手動で更新がでをます。 

お買い上げ時は「自動ダウン□ー ド J に設定されていま 

す。 

♦本機の状況(故障•破損•水濡れなど）によっては、保 
巧されているデータが破棄されることびあります。 
必要なデータは、ソフトウェア更新前にパックアッ 
フしてお < ことをおすすめします。なお、データび消 
失した場合の損害につきましては、当社は責任を負 
いかねますので、あらかじめご了承ください。 

♦更新が完了するまで、本機は使巧でさません。ソフト 
ウェア更新には時間びかかることびあります。 

♦電波状況のよい所で、移動せずに操作してください。ま 
た、電池巧量が十分あるが態で操作してください。更新 
途中に電波状態び悪くなったり、電池残量がなくなっ 
たりすると、更新に失敗することがあります。更新に失 
敗すると本機が使巧でさなくなることがあります。 

n ホーム画面で證(シンプル）壺 j (アブ U — 覧） 
簡定） 

且 r 端末情報 J 「ソフトウ ェアアッ フデー Ki 

□ 「ソフトウェア是新開始 J 

•切降は、画面の指示に従って操作してください。 
ソフトウェア更新び完了ずると 

ソフトウエア更新完了の画面び表示されたあと、自動的 

に再起動します。 


ソフトウェア更新掛こ再起動しなかったときは、^を1己技) 
む上長押しして本おを再起動してください。それでち起動し 
ないときは、お問い合わせ巧 ( P .58) までご連おください。 
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巧証とア フターヴー ビス 

保証に ついて 


本機をお買い上げいただいた場合は、保訝書び付いてお 
ります。 

参お買い上げ店名、お買い上げ曰をご確認ください。 
参の容をよ <ぉ読みのラえ、大切に保管して < ださい。 
参保証期間は、保証書をご質ください。 


本製品のな!障、誤作動または不具合などにより、通話などの钱 
会を逸したために、お客様、または第云をが受け5れた損害に 
つをましては、当社は責任を負いかねまずのであらかじめご 
了をください。 

巧障または修理により、お客樣ぴ登録/設定した巧宫が消 
失/変化する場合がありまずので、大切な里話帳などは控え 
をと つて おかれることをおずずめしまず。なお、巧障または修 
理の段に本おに登録したデータ(覃話帳/画像/サウンドな 
ど)や設定した内客が消失/を化した場合の損害につをまし 
ては、当社は責任を負いかねまずのであらかじめご了をくだ 
さい。 

本製品を分巧/改造すると、巧液まにふれることがありまず。 
また、巧造された場合は修理をお引き受けでをませんので、ご 
ミ主意ください。 


アフターサービスについて 


修理を依頼される場合、お問い合わせ先 ( P . 已 8) または 
最害りのソフトバンクショップへご相談ください。その 
際、でさるだけ詳しく異常の状態をお聞かせください。 
参保証期間中は保班書の記載巧容に基づいて修理いた 
します。 

参保証期間後の修理につきましては、修理により機能 
が維持できる場合は、ご要望により有償修理いたし 
ます。 


アフターサービスについてごす巧な点は、最寄りのソフトパ 
ンクショップまたはお問い合わせ巧 ( P .58) までご連絡くだ 
さし、。 
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をな仕様 


202 K 本体 


質量 

約白4巨 

連続通話時間 Si 

3G: 約7扫〇巧 

GSM: 約510分 

連続待受時間 ss 

46:巧3巳0時間 

3G: 約巳00時間 

GSM: 約420時間 

ワンセグ連続視聴 
時間 

約已時間30分 

巧電時間(本機の電 
源を切って巧輩し 
た場合） 

A 巳アダプタ:約1目0分 

サイズ (WXHXD) 

約己 0X 1吕吕X1 0.4mm 
(突起部を除く） 

最大出力 

3GCUMTS) :0.2已 W 
GSM(GSM 白0 0) :2W 
GSM(DCS1 800 /PCS1 白0 0) : 
1W 


《1連続通話時間とは、軍池の充軍を雨たし、里巧が正常に受信で 
をる静止状態か日算出した平均的な計算値でず。 

《2連続待受時間とは、窜ホの巧空を満たし、通話や揉作をせず、 
窜巧び正常に受信でをる静止が態から算出した平巧的な計算 
恒です。データ通信/票急速巧メールを巧効に設定したとを 
のな恒です。また往用環境(巧里状況、気温など)や糖能の設定 
巧況などによ D 、 ご利用時間び変動することびありまず。 


內蔵電池 

電圧 

3.8V 

使用電池 

U チウムイオン電油 

容量 

1800 mAh 
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AC アダプタ ( KYCAC り 


入力 

AC100V- 吕 40V 0.吕 A 
已0/巨 OHz 

出力 

DC5.0V 800mA 

巧電温度範囲 

己で〜3己で® 

サイズ (WXHXD) 

AC アダプタ本体:約巳 0.6 X 3S 

X吕3.召 mm 

ケーブルの長さ 

約1.巳 m 


※ご使用状ミ兄によっては携帯空語び湿かくなることで、巧巧を停 
止ずることびあります。 


ワンセグアンテナ （ KYRAC 1) 


[ケーブルの長さ [)^128mm 


マイク DSD 力ードリーダライタ ( KYKAC 1) 

サイズ (U —ダライ 
夕本体) (WXHXD) 

約1己. 2X7 .吕X吕4.8 mm 

ケーブルの長さ 

約 90mm 
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使用が料 


202 K 本体 


使用箇所 

材質 '表面処理 

列装ヶース馈面） 

PA 樹脂(ガラス繊維含有)/アク 
リル系 UV 硬化塗装姐巧 

列装ヶース消面） 

PC 樹脂/アクリル系 UV 硬化塗禁 
処理 

ディスプレイ 

ガラス 

USIM カードス□ット 

PC 樹脂+エラストマ樹脂/アク 

キャップ 

リル系 UV 硬化塗装姐巧 

USIM カードス□ットトレー 

POM 筒脂 

USIM 力ードス□ットパッキ 
ン 

EPDM 

畢源 キー 

アル-/アルマイト姐理 

音量大/小キー 

PC 樹脂/アク U ル系 UV 硬化塗装 
処理 

カメラレンズ/ライト/ 
ホ巧綜ポートカバー 

アク U ル樹脂 


AC アダプタ （ KYCAC 1) 1 

使用箇所 

材質/表面処理 

本体(列装） 

PC 樹脂 

ケープル 

TPE 測旨 

プラグ 

ニッケルメッキ 


ワンセグアンテナ （ KYRAC 1 ) 1 

巧用箇所 

材質/表面処理 

プラグ 

金メッキ 

ヶープル 

PVC 


マイク DSD カードリーダライタ 
( KYKAC 1) 


使用箇所 

材質/表面処理 

本体(か装） 

A 己 S 樹脂 

プラグ 

ニッケルメッキ 

ヶースレ 

TPE 樹脂 
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お巧い合わせ巧一 


お困りのとさや、ご不明な点などございました5、お気 
軽に下記お問い合わせ窓□までご連絡ください。 


トバンクカスタマーヴポート 


総合案内 


:ソフトバンク携帯電話か百 1已7(無料） 

:—艘電話か S 卷 )0800-919-0 157(無料） 


紛失•巧障受付 


ソフトバンク携帯電話か6 113(無料） 

—胳電話か S 够 )0800-91 白-0113(無科） 


IP 電話などでフリーコールに繫がらない場合は、恐れ入りま 
ずが下記の番号へおかけ < ださい。 


東日本地域 

0己己-380 -4380 (有料） 

東ミ毎地域 

052 -388-2002 (有料） 

関西地域 

0巨-7巨曰白-0180 (有料） 

中国•四国•九州•沖縄地域 

09己-巨 87-00 10 (有料） 


スマートフオンテクニカルヴポートセンター 


スマートフオンの操作案巧はこち6 

ソフト K ンク携帯電話か6 151(無料) 

-般電話か5 喷 0800-1700-151 撫料) 


ソフトバンクモバイル国際コールセンター 


ミ毎がか6のお問い合わせおよび盜難•紛失のご連絡 

+8 1-3 •已3已 1-3491 

(有料、ソフトパンク携帯電話か6は無料） 


已己 

























































